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序
本
論
文
の
課
題

第
一
章
沖
縄
米
軍
基
地
の
形
成

第
一
節
戦
後
ア
メ
リ
カ
極
東
戦
略
と
沖
縄
基
地

日
本
軍
基
地
か
ら
米
軍
基
地
へ

「
主
要
基
地
地
域
」
と
し
て
の
沖
縄

沖
縄
基
地
の
長
期
保
有
と
基
地
開
発

N
S
C
一
三
/
二

(
五
)

在
沖
空
軍
戦
術
部
隊
の
本
国
移
転
案

陸
軍
戦
闘
部
隊
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
案
(
以
上
本
号
)

第
二
節

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
〆-、、

一、ーJ

|
|
沖
縄
基
地
を
め
ぐ
る
沖
米
日
関
係
||

2 2 3 

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

，
第
八
章

お
わ
り
に

平

良

好

利

沖
縄
の
戦
後
復
興
と
米
軍
基
地

沖
縄
の
分
離
と
軍
用
地
使
用
問
題

土
地
接
収
と
補
償
問
題

日
米
関
係
の
な
か
の
沖
縄
軍
用
地
問
題

軍
用
地
使
用
政
策
の
確
立
と
基
地
の
拡
大

沖
縄
返
還
と

「基
地
問
題
」

基
地
労
働
者
・
軍
用
地
主
に
と
っ
て
の
日
本
復
帰

八
五
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一
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六
巻

第
二
号

八
六

序

本
論
文
の
課
題

沖
縄
戦
が
終
結
し
て
か
ら
数
ヵ
月
後
、
米
軍
の
収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ
た
沖
縄
の
人
々
が
み
た
光
景
は
、
約
=
ヲ
月
に
わ
た
る
日
米
両

軍
の
織
烈
極
ま
る
戦
闘
に
よ
っ
て
変
わ
り
果
て
た
沖
縄
の
姿
と
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
整
地
さ
れ
、
米
軍
施
設
が
立
ち
並
ぶ
新
し
い

沖
縄
の
姿
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
部
が
こ
の
「
墓
地
化
」
さ
れ
た
沖
縄
を
同
国
の
戦
後
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
「
主
要
基

地
地
域
」
の

一
つ
に
位
置
づ
け
た
の
は
、
沖
縄
戦
終
結
か
ら
僅
か
四
ヵ
月
後
の
一
九
四
五
年
一

O
月
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
初
期
に
形
成

さ
れ
た
こ
の
軍
部
の
認
識
は
、
そ
の
後
米
ソ
冷
戦
が
本
格
化
し
て
い
く
に
従
い
ア
メ
リ
カ
国
務
省
に
も
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ア
メ

リ
カ
政
府
は
四
九
年
二
月
、
沖
縄
基
地
を
長
期
に
わ
た
っ
て
保
有
す
る
こ
と
を
国
家
レ
ベ
ル
で
決
定
す
る

(
N
S
C
一
三
/
二
(
五
)
)
。

こ
の
決
定
に
基
づ
き
ア
メ
リ
カ
軍
部
は
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
直
前
の
五

O
年
春
か
ら
沖
縄
基
地
の
本
格
開
発
に
着
手
し
、
同
時
に

こ
の
基
地
開
発
の
も
た
ら
す
経
済
的
な
波
及
効
果
を
最
大
限
に
利
用
す
る
形
で
沖
縄
の
経
済
復
興
を
図
っ
て
い
く
。
そ
し
て
こ
の

「主
要

基
地
地
域
」
と
し
て
本
格
開
発
さ
れ
始
め
た
沖
縄
を
排
他
的
か
つ
戦
略
的
に
利
用
す
る
た
め
、
対
日
平
和
条
約
第
三
条
に
よ
っ
て
引
き
続

き
沖
縄
を
み
ず
か
ら
の
統
治
下
に
置
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
七
二
年
の
沖
縄
返
還
ま
で
の
約
二

0
年
間
、
い
や
占
領
期
も
含
め
て
二

七
年
間
、

ア
メ
リ
カ
は
沖
縄
を
直
接
み
ず
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
き
、
自
由
に
使
用
す
る
の
で
あ
っ
た
。
本
論
文
は
、
こ
の
よ
う

に
戦
後
の
沖
縄
を
根
底
か
ら
規
定
し
た
米
軍
基
地
に
対
し
て
、
そ
こ
に
住
む
沖
縄
の
政
治
指
導
者
た
ち
が
一
体
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
ち
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
を
、
日
米
両
政
府
の
そ
れ
に
対
す
る
態
度
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
米
軍
基
地
の
使
用
、
拡
張
、
縮
小
と
い
っ
た
軍
用
地
(
基
地
用
地
)
に
か
か
わ
る
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、
こ
の
問
題
に
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対
す
る
沖
縄
の
政
治
指
導
者
お
よ
び
日
米
両
政
府
の
認
識
と
態
度
を
考
察
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

ア
メ
リ
カ
統
治
下
の
沖
縄
を
扱
っ
た
従
来
の
研
究
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

「沖
縄
の
分
離
と
復
帰
」
の
観
点
か
ら
こ

れ
を
扱
っ
た
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
日
米
関
係
史
な
い
し
日
本
政
治
外
交
史
の
分
野
で
は
、
対
日
平
和
条
約
第
三
条
を
め
ぐ
る
政

策
決
定
過
程
と
、
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
策
決
定
過
程
の
二
つ
が
大
き
な
研
究
テ
l
マ
と
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の
両
方
の
政
策
決
定
過
程

を
扱
っ
た
研
究
に
、
渡
辺
昭
夫
の
先
駆
的
研
究
や
、
河
野
康
子
、
宮
里
政
玄
、
そ
し
て
ニ
コ
ラ
ス
・

E
・
サ
ラ
ン
タ
ケ
ス

の
代
表
的
な
研
究
が
あ
る
。
ま
た
前
者
の
テ
!
マ
を
扱
っ
た
最
近
の
研
究
に
は
、

(
Z芯
yoEω

何
〈

ωロ
∞
ω円
ω口同
mwwσω)

ロ
パ
l
ト
・

D
・
エ
ル
ド
リ

ッ
ヂ

(
2
)
 

る。

(月

oσσ
江
口
・
開
-
(
目
立
(
日
向
。
)

の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
ま
た
後
者
の
テ
l
マ
を
扱
っ
た
研
究
に
は
、
我
部
政
明
の
近
年
の
研
究
が
あ

ま
た
沖
縄
戦
後
史
の
分
野
で
は
、

一
九
四
0
年
代
後
半
か
ら
五

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
問
題
と
な
っ
た
沖
縄
の
帰
属
問
題
と
、
六

O
年

代
か
ら
七

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
推
進
さ
れ
た
日
本
復
帰
運
動
が
大
き
な
テ
l
マ
と
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の
両
方
を
扱
っ
た
研
究
に
、
新

崎
盛
嘩
の
先
駆
的
研
究
が
あ
る
。
ま
た
前
者
の
テ
l
マ
を
扱
っ
た
最
近
の
研
究
に
は
、
鳥
山
淳
、
池
田
慎
太
郎
、
そ
し
て
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ

ら
の
研
究
が
あ
り
、
後
者
の
テ
l
マ
を
扱
っ
た
研
究
に
は
、
比
嘉
幹
郎
と
我
部
政
男
の
代
表
的
研
究
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
統
治
下
の
沖
縄
を
「
分
離
と
復
帰
」
の
観
点
か
ら
扱
っ
た
研
究
は
数
多
く
あ
り
、
ま
た
そ
の
研
究
も
進
ん
で
い

る
が
、
そ
れ
に
比
し
て
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
焦
点
を
あ
て
て
同
時
期
の
沖
縄
を
扱
っ
た
研
究
は
意
外
と
少
な
く
、
近
年
に
入
っ
て
か
ら

徐
々
に
出
始
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
大
別
す
る
と
、
日
米
安
保
体
制
と
沖
縄
基
地
と
の
関
連
性
や
、
核
兵
器
や
地
位

協
定
と
い
っ
た
在
沖
米
軍
基
地
の
基
地
機
能
に
か
か
わ
る
問
題
な
ど
を
扱
っ
た
研
究
と
、
そ
の
在
沖
米
軍
基
地
の
も
た
ら
す
沖
縄
社
会

へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
の
二
つ
が
あ
る
と
い
え
る
。
前
者
の
研
究
は
我
部
政
明
や
明
田
川
融
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

八
七
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第
二
号

/¥ 
/¥ 

後
者
の
研
究
は
与
那
国
運
や
鳥
山
淳
、
そ
し
て
若
林
千
代
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ

の
よ
う
に
在
沖
米
軍
基
地
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
徐
々
に
出
始
め
て
は
い
る
も
の
の
、
こ

の
米
軍
基
地
に
対
し
て
沖
縄

の
政
治
指
導
者
た
ち
が
戦
後
四
半
世
紀
も
の
間
ど
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
正
面

か
ら
考
察
の
対
象
に
据
え
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
本
論
文
で
は
上
に
挙
げ
た
重
要
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
こ
の
一
見
素
朴
だ
が
、
し
か
し
根
源
的
と
思
わ
れ
る
テ
l
マ
に
つ
い
て
、

で
き
る
限
り
一
次
史
料
を
用
い
て
実
証
的
に
考
察
す
る
。

本
論
文
で
は
主
と
し
て
次
の
六
つ
の
課
題
を
具
体
的
に
設
定
し
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
は
、
本
テ
l

マ
を
論
じ
て
い
く
う
え
で
の
前
提
と
な
る
、
在
沖
米
軍
基
地
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
課

題
で
あ
る
。
こ
の
在
沖
米
軍
基
地
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、

ア

l
ノ
ル
ド
・

G
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(
〉
門
口

0
5
の
・
司
肢
の
『

可・)

の
貴
重
な
研
究
が
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
こ
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
米
軍
基
地
の
起
源
と
な
る
日
本
軍
基

(
6
)
 

地
の
形
成
過
程
に
ま
で
遡
っ
て
、
こ
の
基
地
形
成
の
問
題
を
考
察
す
る
。
こ
の
第
一
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
第

一
章
で
扱
う
こ
と

に
す
る
。

第
二
は
、
沖
縄
に
米
軍
基
地
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
も
そ
も
戦
後
初
期
の
沖
縄
社
会
で
は
一
体
ど
の
よ
う
な
土
地
を
め
ぐ
る

問
題
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
本
論
文
で
は
、
米
軍
基
地
の
構
築
に
よ
っ
て
大
幅
に
減
少
し
た
農
地
の

問
題
を
沖
縄
の
戦
後
復
興
と
の
関
連
で
検
討
す
る
。
こ
の
第
一
一
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
第
二
章
で
考
察
す
る
。

第
三
は
、

一
九
五

0
年
代
初
頭
の
対
日
講
和
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の
な
か
で
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
が
日
米
両
政
府
お
よ
び
沖
縄
の
政
治

指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
沖
縄
の
処
遇
を
め
ぐ
る
講
和
期
の
政
治
過
程
に
関
し
て
は
、

上
記
の
よ
う
に
河
野
、
宮
里
、

エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
ら
の
優
れ
た
研
究
に
よ
っ
て
す
で
に
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
沖
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縄
の
処
遇
問
題
と
の
絡
み
で
在
沖
米
軍
基
地
が
ど
う
扱
わ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
の
第
二
一
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
第
三
章
で
検
討
す
る
。

第
四
は
、

一
九
五

0
年
代
の
沖
縄
で
最
大
の
政
治
問
題
と
な

っ
た
軍
用
地
問
題
に
対
し
て
、
沖
縄
の
政
治
指
導
者
お
よ
び
日
米
両
政
府

が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
の
か
、
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
講
和
後
も
引
き
続
き
沖
縄
の
軍
用
地
を
使
用
・

拡
張
す
る
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
政
府
が
一
体
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
と
、
そ
れ
に
対
し
て
沖
縄
の
政
治
指
導
者
お

よ
び
日
本
政
府
が
如
何
な
る
反
応
を
示
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
一
九
五

0
年
代
の
軍
用
地
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
沖
縄
の
基
地
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
こ
れ
を
考
察
し
た
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
第
四
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
の
第
四
章
か
ら
第
六
章
に
か
け
て
検
討
す
る
。

第
五
は
、
沖
縄
返
還
合
意
と
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
政
治
過
程
の
な
か
で
、
在
沖
米
軍
基
地
が
日
米
両
政
府
お
よ
び
沖
縄
の
政
治
指
導
者

た
ち
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
沖
縄
返
還
後
の
基
地
の
態
様
に
関
す
る
日
米
両
政
府
の
構
想
に
つ

い
て
は
、
上
述
し
た
河
野
、
宮
里
、
我
部
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
か
な
り
の
部
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
沖
縄
で
日
本
復
帰
運
動
を
推

し
進
め
た
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
(
復
帰
協
)
が
米
軍
基
地
に
対
し
て
如
何
な
る
態
度
を
と
っ
た
の
か
に
関
し
て
は
、
ま
だ
十
分
な
分

析
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
論
文
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
基
地
労
働
者
で
つ
く
る
労
働
組

の
動
き
に
注
目
を
し
な
が
ら
、
こ
の
復
帰
協
の
米
軍
基
地
に
対
す
る
態
度
を
考
察
す
る
。
こ
の
第

合
、
全
沖
縄
軍
労
働
組
合
(
全
軍
労
)

五
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
第
七
章
で
検
討
す
る
。

第
六
は
、
米
軍
基
地
を
職
場
と
す
る
基
地
労
働
者
と
そ
の
基
地
内
に
土
地
を
持
つ
土
地
所
有
者
(
軍
用
地
主
)
が
日
本
復
帰
に
あ
た
っ

て
如
何
な
る
態
度
を
と
っ
た
の
か
、
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
こ
の
テ
!
マ
を
扱
っ
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
本
論
文
が
初
め
て
の
試

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

八
九
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み
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
八
章
で
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

以
上
が
本
論
文
の
具
体
的
な
課
題
と
各
章
の
構
成
で
あ
る
が
、
最
後
に
本
論
文
が
利
用
し
た
一
次
史
料
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
本
論
文
が
最
も
多
く
利
用
し
た
史
料
は
、
解
禁
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
の
公
文
書
で
あ
る
。
沖
縄
県
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
国
務
省

文
章
宍
統
合
参
謀
本
部
文
書
、
極
東
軍
司
令
部
琉
球
軍
政
課
文
室
宍

G
H
Q
/
S
C
A
P
文
書
、
陸
軍
工
兵
局
長
室
文
書
、
オ
フ
ラ
ハ

i

テ
ィ
文
書
、

ア
l
ノ
ル
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
文
書
、
そ
し
て
フ
ラ
イ
マ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
数
多
く
利
用
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
自

身
が
米
国
国
立
公
文
書
館
で
収
集
し
た

U
S
C
A
R
文
書
や
陸
軍
省
文
書
な
ど
も
数
多
く
利
用
し
た
。

ま
た
日
本
側
の
史
料
と
し
て
は
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
外
務
省
へ
の
文
書
開
示
請
求
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
、
外
務
省
文
書
と
南
方

連
絡
事
務
所
文
書
を
数
多
く
利
用
し
た
。
ま
た
沖
縄
側
の
史
料
と
し
て
は
、
沖
縄
県
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
文

書
や
、
東
京
大
学
法
学
部
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
安
里
積
千
代
文
書
、
そ
し
て
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
が
所
蔵

す
る
中
野
好
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
。
な
お
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
米
国
外
交
文
書
集
(
可
。
司
、
丘
町
3

勾
氏

Q
Sま
ミ

s
c
qミ
'

N
G
h
N

旬
N
Q
N
G
)

や
『
日
本
外
交
文
書
』
な
ど
の
各
種
資
料
集
を
多
用
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
一
次
史
料
を
補
う
も
の
と
し
て
、
関
係
者
の
回
想
録
等
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
自
身
が
行
っ
た

当
時
の
関
係
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
も
数
多
く
利
用
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
設
定
と
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
い
て
、
本
論
文
で
は
沖
縄
の
政
治
指
導
者
た
ち
が
戦
後
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
米
軍

基
地
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
、
日
米
両
政
府
の
そ
れ
に
対
す
る
態
度
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
実
証
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
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(
l
)

渡
辺
昭
夫
『
戦
後
日
本
の
政
治
と
外
交
|

|
沖
縄
問
題
を
め
ぐ
る
政
治
過
程

|
l』
(
福
村
出
版
、
一
九
七

O
年
)
、
河
野
康
子
「
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政

治
と
外
交
|

|
日
米
関
係
史
の
文
脈
|
|
』
(東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
)
、
宮
里
政
玄

『
日
米
関
係
と
沖
縄
一
九
四
五
l一

九
七
二
」
(
岩
波
書
居
、

二
0
0
0年
、
以
下
、
宮
里
、
前
掲
書
①
と
記
す
)
、

z
s
o
E
ω
出

E
D
∞
日
目
片
品
2
・
同
ミ
的
S
S
~
M
d
c
hさ
C
3
S
O
R
Nも
h
N
S
3
0
¥
O
K
S
Q
g
Q
S
A

q・ω・，hhNHvhHagm川
町
民

Q足
。
ま
(
、
H，
ouSω
〉
伊
豆

C
Eぐ
ぬ
吋

ωEM1
可
円

g
p
N
C
C
C
)
・

(
2
)

ロ
パ
l
ト
・

D
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
「
沖
縄
問
題
の
起
源
|
|
戦
後
日
米
関
係
に
お
け
る
沖
縄
一
九
四
五
l
一

九
五
二
|

|
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

0
0三
年
)
、
我
部
政
明

「沖
縄
返
還
と
は
何
だ
っ
た
の
か
|

|
戦
後
日
米
交
渉
史
の
中
で
|
|
』
(
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二

0
0
0年
、
以
下
、
我
部
、
前

掲
書
①
と
記
す
)
。

(
3
)

新
崎
盛
嘩

『戦
後
沖
縄
史
』
(
日
本
評
論
社
、

一
九
七
六
年
)
。

(
4
)

鳥
山
淳

「戦
後
初
期
沖
縄
に
お
け
る
自
治
の
希
求
と
屈
折
」
『
年
報
日
本
現
代
史
』
第
八
号
(
二

O
O二
年
)
、
池
田
慎
太
郎

「占
領
初
期
沖
縄
に
お
け
る

米
信
託
統
治
論
と
独
立
論
」
平
成
一
四
年
度
1
平
成

一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
《
基
礎
研
究

(
A
)
》
研
究
成
果
報
告
書
(
研
究
代
表
者
我
部
政
男
山
梨

学
院
大
学
法
学
部
教
授
)
『沖
縄
戦
と
米
国
の
沖
縄
占
領
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
(
二

O
O六
年
三
月
)
、
ロ
パ
l
ト
・

D
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
「
講
和
条
約
に

対
す
る
沖
縄
の
反
応
の
考
察
l
l
沖
縄
の
復
帰
運
動
、
政
党
、
世
論
を
中
心
に
|
|
」

同

『沖
縄
戦
と
米
国
の
沖
縄
占
領
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
、
比
嘉
幹

郎

「沖
縄
の
復
帰
運
動
」『
国
際
政
治
』
五
二
号
こ
九
七
四
年
)
、
我
部
政
男

「六
0
年
代
復
帰
運
動
の
展
開
」
宮
里
政
玄
編
『
戦
後
沖
縄
の
政
治
と
法
』

(
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
年
)
。

(
5
)

我
部
政
明
『
戦
後
日
米
関
係
と
安
全
保
障
』
(
吉
川
弘
文
館
、

二
O
O七
年
、
以
下
、
我
部
、
前
掲
書
②
と
記
す
)
、
明
田
川
融
『
沖
縄
基
地
問
題
の
歴
史

|
|
非
武
の
島
、
戦
の
島
ll
』

(
み
す
ず
書
房
、
二

O
O八
年
)
、
与
那
国
選

『戦
後
沖
縄
の
社
会
変
動
と
近
代
化
|

|
米
軍
支
配
と
大
衆
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム

i
i』
(
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二

O
O
一
年
)
、
鳥
山
淳
「
軍
用
地
と
軍
作
業
か
ら
見
る
戦
後
初
期
の
沖
縄
社
会
ー
ー
一
九
四

0
年
代
後
半
の
「
基
地
問

題
」
|
|
」
『
浦
添
市
立
図
書
館
紀
要
恥
二

一』
(
二

O
O
一
年
、
以
下
、
鳥
山
、
前
掲
論
文
①
と
記
す
)
、
同
ご
九
五

0
年
代
初
頭
の
沖
縄
に
お
け
る
米
軍

基
地
建
設
の
イ
ン
パ
ク
ト
」「
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
所
報
恥
三

一
』
(
二

O
O四
年
、
以
下
、
鳥
山
、
前
掲
論
文
②
と
記
す
)
、
同

「閉
ざ
さ
れ
る
復
興
と

「
米
琉
親
善
」
ー
ー
ー
沖
縄
社
会
に
と
っ
て
の
一
九
五

O
年
L

中
野
敏
男
他
編

「
沖
縄
の
占
領
と
日
本
の
復
興
』
(
青
弓
社
、
二

O
O六
年
)
、
若
林
千
代

「ジ
ー

プ
と
砂
塵
|l
占
領
初
期
沖
縄
社
会
の

「変
容
」
と
「
変
位
」
l
l
」
沖
縄
文
化
研
究
所
編

『沖
縄
文
化
研
究
二
九
』
(
二

O
O一二年)。

(
6
)

〉
5
0
5
の
-
E
R
F
Hア
ミ
ミ
E
ミ

c
o
eむ
き
さ
ぬ
お
と
お
忌
ぬ

h
E
b
E
E
s
r
N
U怠
lN
U
U
O
(巧
g
y
g
m
H
o
p
ロ
・
の
し
わ
o
E
2
0同
E
-
{
gミ
回
目
2
0
9

C
∞
・
〉
コ
HHMJE∞
∞
)
・
日
本
語
訳
は
、
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
所
編
(
ア
l
ノ
ル
ド
・

G
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
二
世
著
/
宮
里
政
玄
訳
)

「
沖
縄
県
史
資
料
編
一
四
琉
球
列
島
の
軍
政
一
九
四
五
ー

一
九
五

O
現
代
二
(
和
訳
編
)
』
(
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、

二
O
O二
年
)
。

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)

(
平
良
)

九
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第
一
章

沖
縄
米
軍
基
地
の
形
成

太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
早
く
も
一
一
ヵ
月
後
、
米
統
合
参
謀
本
部
(
】
0
百
件
。
E
o
r
え
∞
仲
良
時
一
お
ω)
が
沖
縄
を
ア
メ
リ
カ
の
海
外

に
お
け
る
「
主
要
基
地
地
域
」
の
一
つ
に
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、
宮
里
政
玄
の
先
駆
的
な
研
究
を
は
じ
め
、
我
部
政
明
や
ロ
パ

!
ト
・
エ

ル
ド
リ
ッ
ヂ
の
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ま
ず
第

一
節
に

お
い
て
は
、
こ
の
海
外
「
主
要
基
地
地
域
」
に
名
を
連
ね
た
沖
縄
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
「
基
地
化
」
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
問
題
と
、
こ
の
「
主
要
基
地
地
域
」
沖
縄
が
当
時
の
ア
メ
リ
カ
軍
部
の
世
界
戦
略
な
い
し
極
東
戦
略
の
な
か
で
ど
の
よ
う

な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
。

ま
た
第
二
節
に
お
い
て
は
、
沖
縄
基
地
の
長
期
保
有
と
墓
地
開
発
を
謡
っ
た

N
S
C
二
ニ
/
二
(
五
)

の
政
策
決
定
過
程
を
概
観
し
た

あ
と
、
こ
の
政
策
の
実
施
過
程
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
従
来
、
こ
の
政
策
決
定
過
程
を
分
析
し
た
あ
と
は
、
五
一
年
九
月
に
調
印
さ

れ
た
対
日
平
和
条
約
第
三
条
を
め
ぐ
る
政
策
決
定
過
程
に
主
な
関
心
が
向
け
ら
れ
て
、
同
実
施
過
程
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
向
け

(
2
)
 

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
沖
縄
の
米
軍
基
地
を
主
題
と
し
て
扱
う
際
に
は
、
こ
の
実
施
過
程
の
分
析
を
素
通
り
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

N
S
C
決
定
の
あ
と
、
実
は
米
軍
内
部
か
ら
沖
縄
基
地
を
本
格
開
発
す
べ
き
か
に
つ
い
て
疑
問
が
提

起
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
か
で
も
空
軍
省
か
ら
提
起
さ
れ
た
沖
縄
駐
留
全
戦
術
部
隊
の
ア
メ
リ
カ
本
国
移
転
案
は
、
そ
れ
が
沖
縄
の
空

軍
基
地
と
空
軍
力
を
重
視
し
て
き
た
米
軍
の
極
東
戦
略
の
基
盤
そ
の
も
の
を
揺
り
動
か
す
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
統
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合
参
謀
本
部
と
陸
軍
省
か
ら
強
い
反
発
を
受
け
る
の
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
こ
の
空
軍
省
の
提
案
と
そ
の
反
応
に
と
く
に
焦
点
を
あ
て
な

が
ら
、
沖
縄
基
地
の
開
発
過
程
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

信
用
一
日
即

戦
後
ア
メ
リ
カ
極
東
戦
略
と
沖
縄
基
地

日
本
軍
基
地
か
ら
米
軍
基
地
ヘ

沖
縄
で
米
軍
基
地
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
、
今
か
ら
半
世
紀
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
日
米
双
方
合
わ
せ
て
二

O
万
人
以
上
も
の
犠

牲
者
を
出
し
た
あ
の
沖
縄
戦
の
最
中
に
、
米
軍
は
占
領
し
た
各
地
域
で
次
々
と
軍
事
基
地
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

米
軍
基
地
自
体
は
、
沖
縄
戦
の
始
ま
る
直
前
に
日
本
軍
の
構
築
し
た
軍
事
基
地
、
と
り
わ
け
航
空
基
地
(
飛
行
場
)
を
土
台
に
し
て
構

築
・
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
米
軍
基
地
の
土
台
と
な

っ
た
日
本
軍
基
地
は
、
い
つ
頃
、
ま
た
如
何
な
る
目
的
で
構
築

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
在
沖
米
軍
基
地
の
起
源
と
な
る
日
本
軍
基
地
が
沖
縄
本
島
内
に
構
築
さ
れ
始
め
た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
も
間
近
に
控
え
た
一

九
四
一
年
一

O
月
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
本
土
と
南
方
を
往
来
す
る
艦
船
の
泊
地
を
守
備
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
陸
軍
中
城
湾
臨
時
要

塞
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
臨
時
要
塞
が
構
築
さ
れ
る
ま
で
沖
縄
本
島
内
に
は
、
軍
民
共
用
の
那
覇
飛
行
場
(
逓
信
省
航
空
局
が
管
理
)
が

あ
る
だ
け
で
、
他
に
こ
れ
と
い

っ
て
み
る
べ
き
軍
事
施
設
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
し
か
も
沖
縄
に
は
郷
土
部
隊
な
る
も
の
も
存
在
せ
ず
、

徴
集
さ
れ
た
兵
士
は
主
と
し
て
九
州
各
地
の
部
隊
に
分
散
し
て
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
中
城
湾
臨
時
要
塞
に
小
規
模
の
砲
兵
部
隊

が
配
備
さ
れ
る
ま
で
は
、
沖
縄
に
は
軍
隊
さ
え
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
そ
の
直
前
ま
で
、
沖
縄
は

本
格
的
な
軍
事
施
設
も
軍
隊
も
存
在
し
な
い
、
ま
さ
に
日
本
軍
に
と

っ
て
軍
事
的
な
「
空
白
地
帯
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

九
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四

ば
、
太
平
洋
戦
争
と
い
う
歴
史
的
な
出
来
事
が
、
こ
の
「
基
地
の
な
い
」
沖
縄
を
急
速
に
「
基
地
の
島
」

へ
と
変
貌
さ
せ
た
、

そ
の
重
要

な
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
沖
縄
が
「
基
地
の
島
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
同
戦
争
も
そ
の

末
期
に
入
る
ま
で
、
沖
縄
は
依
然
と
し
て
日
本
軍
に
と
っ
て
軍
事
的
関
心
の
低
い
地
域
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
海
戦
で
の
敗

北
(
一
九
四
二
年
六
月
)
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
か
ら
の
撤
退
(
一
九
四
三
年
二
月
)
、

そ
し
て
マ
キ
ン
・
タ
ラ
ワ
両
島
の
守
備
隊
玉
砕
(
一
九

四
三
年
一
一
月
)
な
ど
、
米
軍
の
反
撃
を
前
に
敗
退
を
重
ね
る
日
本
軍
に
と
っ
て
、
何
よ
り
重
要
な
地
域
は
、
千
島
、
小
笠
原
、
内
南
洋
、

西
部
一
一
ュ

l
ギ
ニ
ア
、

ス
ン
ダ
、

そ
し
て
ビ
ル
マ
と
い
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
敵
の
侵
攻
を
絶
対
に
く
い
と
め
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
「
絶
対

国
防
圏
」
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
日
本
軍
が
そ
の
防
衛
に
多
大
な
る
精
力
を
傾
け
た
地
域
は
、
「
国
防
圏
第
一
線
」
の
マ
リ
ア
ナ
諸
島

で
あ
っ
た
。

(
サ
イ
パ
ン
、
、
グ
ア
ム
な
ど
)

こ
の
よ
う
に
マ
リ
ア
ナ
諸
島
な
ど
の
防
備
に
精
力
を
傾
け
る
な
か
、
陸
軍
は
一
九
四
三
年
半
ば
頃
か
ら
沖
縄
本
島
中
部
の
読
谷
山
村
と

伊
江
島
で
、

日
本
本
土
と
南
方
の
補
給
航
空
路
を
中
継
す
る
不
時
着
用
飛
行
場
の
建
設
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
一
方
の
海
軍
も
、

既
設
の
那
覇
飛
行
場
を
み
ず
か
ら
の
管
理
下
に
置
い
た
う
え
、
し
か
も
名
称
も
海
軍
小
禄
飛
行
場
に
変
更
し
た
う
え
、
対
潜
哨
戒
用
飛
行

(
8
)
 

場
と
し
て
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
飛
行
場
が
不
時
着
用
ま
た
は
対
潜
哨
戒
用
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
ま
だ
日
本
軍
に
と
っ
て
沖
縄
の
軍
事
的
価
値
は
、

そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
彼
ら
に
と
っ
て
軍
事
的
な

関
心
は
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
方
面
の
「
国
防
圏
第
一
線
」
に
注
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
後
方
に
位
置
す
る
沖
縄
が
よ
う
や
く
軍
中
央
(
大
本
営
)

の
関
心
を
強
く
集
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
翌
四
四

年
二
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
同
月
一
七
日
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
米
軍
の
ト
ラ
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ッ
ク
島
急
襲
で
あ
っ
た
。
中
部
太
平
洋
方
面
に
お
け
る
日
本
海
軍
最
大
の
根
拠
地
で
あ
り
、
し
か
も
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
前
方
に
位
置
す
る

ト
ラ
ッ
ク
島
の
壊
滅
は
、
海
軍
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
陸
軍
に
も
強
い
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
陸
軍
は
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
島
壊
滅
を

機
に
直
ち
に
中
部
太
平
洋
方
面
の
全
陸
軍
部
隊
を
統
率
す
る
第
=
二
軍
を
新
た
に
創
設
す
る
と
と
も
に
、
三
月
二
二
日
に
は
そ
の
後
方
地

域
で
あ
る
南
西
諸
島
を
守
備
範
囲
と
す
る
第
三
二
軍
を
新
設
す
る
。

こ
の
新
設
さ
れ
た
第
三
二
軍
と
台
湾
軍
に
対
し
て
発
布
さ
れ
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る

「十
号
作
戦
準
備
要
綱
」
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大
本
営
陸
軍
部
が
発
し
た
こ
の
「
要
綱
」
の
骨
子
は
、
ま
ず
第
一
に
、
「
皇
土
防
衛
」
と

「南
方
圏
ト
ノ
交
通
確
保
」
を
図
る
た
め
、
台

湾
と
南
西
諸
島
の
「
作
戦
準
備
ヲ
強
化
」
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
作
戦
準
備
は
「
航
空
作
戦
準
備
ヲ
最
重
点
」
と
す
る
こ
と
、
そ
し

で
あ
っ
た
。

て
第
三
に
、
そ
の
航
空
作
戦
準
備
と
し
て
台
湾
と
南
西
諸
島
に
そ
れ
ぞ
れ
「
数
個
ノ
航
空
基
地
」
を
構
築
す
る
こ
と
、

つ
ま

り
同

「要
綱
」
は
、
沖
縄
本
島
を
中
心
と
す
る
南
西
諸
島
に
航
空
作
戦
を
展
開
す
る
た
め
の
飛
行
場
群
を
構
築
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

当
時
大
本
営
陸
軍
部
参
謀
で
あ
っ
た
神
直
道
は
、
戦
後
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
「
南
西
諸
島
の
航
空
基
地
の
設
定
は
、
服
部

(
卓
四
郎
)
作
戦
課
長
の
主
唱
す
る
航
空
要
塞
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
数
個
の
飛
行
場
を
ま
と
め
て
設
置
し
、
有
機
的
に
運
用
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
中
略
)
十
号
作
戦
準
備
は
、
航
空
の
運
用
を
主
体
と
し
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
米
軍
の

本
格
的
上
陸
作
戦
は
考
え
て
い
な
い
。
当
時
は
、
地
上
部
隊
は
航
空
要
塞
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
兵
力
で
あ
れ
ば
よ
ろ
し
い
と
考
え
て
い

た
」
(
括
弧
は
筆
者
)
。
実
際
、
こ
の
神
直
道
の
回
想
通
り
、
当
初
沖
縄
に
送
り
込
ま
れ
た
部
隊
は
、
飛
行
場
の
設
定
や
そ
の
維
持
を
主
任

務
と
す
る
飛
行
場
大
隊
や
要
塞
建
設
部
隊
等
だ
け
で
、
本
格
的
な
地
上
戦
闘
部
隊
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
飛
行
場
建
設
を
主
任
務
と
し
た
第
三
二
軍
は
、
五
月
上
旬
か
ら
直
ち
に
沖
縄
各
地
で
飛
行
場
建
設
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

九
五
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る
。
彼
ら
が
建
設
に
着
手
し
た
飛
行
場
は
、
す
で
に
前
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
読
谷
、
伊
江
島
両
飛
行
場
の
他
に
、
沖
縄
本
島

内
で
は
嘉
手
納
、
仲
西
、
西
原
の
三
飛
行
場
、
宮
古
島
で
は
中
・
西
両
飛
行
場
合
一
つ
、
そ
し
て
石
垣
島
で
は
白
保
飛
行
場
の
一
つ
で
あ

っ
た
。

一
方
海
軍
も
、
こ
う
し
た
陸
軍
の
動
き
に
並
行
し
て
、
宮
古
島
に
新
た
な
飛
行
場
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
既
設
の
小
禄
飛
行
場

(ロ)

を
さ
ら
に
強
化
す
る
方
向
へ
と
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

で
は
こ
う
し
て
開
始
さ
れ
た
日
本
軍
に
よ
る
飛
行
場
建
設
は
、
そ
こ
に
住
む
沖
縄
住
民
に
対
し
て
、

一
体
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の

だ
ろ
う
か
。
日
本
軍
が
沖
縄
住
民
に
対
し
て
求
め
た
こ
と
は
大
き
く
い
っ
て
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
飛
行
場
建
設
の
た
め
の
労
働
力
、
い
ま

一
つ
は
飛
行
場
用
地
(
軍
用
地
)

の
提
供
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
の
労
働
力
の
提
供
に
関
し
て
は
、
日
本
軍
は
国
民
勤
労
動
員
署
と
各
市
町

村
当
局
を
通
じ
て
現
地
住
民
を
徴
用
し
、
彼
ら
を
労
務
者
と
し
て
建
設
工
事
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
伊
江
島
と
嘉
手
納
飛
行
場
で

建
設
工
事
を
担
当
し
た
第
五

O
飛
行
場
大
隊
の
「
労
務
者
取
扱
に
関
す
る
規
定
」
に
よ
れ
ば
、
徴
用
さ
れ
た
労
務
者
の
労
働
条
件
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
徴
用
期
間
は
「
概
ね
十
日
及
至
一
ヶ
月
間
」
、

一
日
の
作
業
時
間
は

「十

一
時
問
、
そ
し
て
労
務

賃
金
は
「
受
領
代
人
た
る
県
農
業
会
国
頭
支
部
長
代
理
に
一
括
」
し
て
支
払
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
大
城
将
保
に
よ
る
と
、
県
農

業
会
を
通
じ
て
支
払
わ
れ
た
こ
の
賃
金
の
大
部
分
は
、
「
戦
時
貯
蓄
運
動
に
よ
っ
て
半
強
制
的
に
国
債
や
貯
金
に
ま
わ
さ
れ
」
て
し
ま
い
、

「
労
務
者
の
現
金
の
手
取
り
は
わ
ず
か
し
か
な
か
っ
た
」
。

軍
に
よ
っ
て
徴
用
さ
れ
た
労
務
者
の
人
数
は
、
例
え
ば
一
九
四
四
年
五
月
の
一
ヵ
月
間
で
、
西
原
飛
行
場
が
延
べ
七
万
二
八
四
二
名
、

仲
西
飛
行
場
が
六
万
九
五
一
五
名
、
そ
し
て
嘉
手
納
飛
行
場
が
六
万
三

O
O
九
名
、
計
二
O
万
五
三
六
六
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
一
日
あ

た
り
で
計
算
す
る
と
、
三
飛
行
場
合
わ
せ
て
約
七
六

O
O名
の
住
民
が
建
設
工
事
に
か
り
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
伊
江
島
飛
行
場

の
場
合
に
は
、

一
九
四
四
年
五
月
初
め
か
ら
同
年
八
月
末
ま
で
の
お
よ
そ
四
ヵ
月
間
で
、
沖
縄
本
島
北
部
の
国
頭
郡
だ
け
で
も
約
三
万
四
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六
一
二
名
の
住
民
が
徴
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
国
頭
郡
の
総
人
口
で
考
え
る
と
、
実
に
人
口
の
約
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
労
務
者
と
し
て

か
り
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
飛
行
場
建
設
に
あ
た
っ
て
日
本
軍
は
、
多
く
の
住
民
を
労
働
力
と
し
て
活
用
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

い
ま
一
つ
同
軍
が
求

め
た
も
の
は
、
こ
の
飛
行
場
建
設
の
土
台
と
な
る
基
地
用
地
(
軍
用
地
)

で
あ
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
こ

れ
と
い
っ
た
軍
事
施
設
を
沖
縄
に
持
た
な
か
っ
た
日
本
軍
は
、
こ
の
飛
行
場
建
設
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
、
住
民
か
ら
新
し
く
土
地
を

取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
飛
行
場
建
設
の
た
め
に
日
本
軍
が
取
得
し
た
軍
用
地
の
総
面
積
は
、
戦
後
米
軍
当
局

が
作
成
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
約
一
三
七
万
一
七

O
O坪
(
約
二
五
九
一
エ
ー
カ
ー
)

沖
縄
本
島
と
伊
江
島
だ
け
に
限
定
し
て
み
る
と
、

そ
の
面
積
は
約
一
七
二
万
三
五
六

O
坪
(
約
一
四

O
八
エ
ー
カ
ー
)

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
宮
古
島
と
石
垣
島
を
除
い
て

で
あ
っ
た
。

こ
の
日
本
軍
の
土
地
取
得
に
関
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
取
得
し
た
面
積
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
軍
用
地
を
取
得
す
る
に
あ

た
っ
て
同
軍
が
果
た
し
て
正
当
な
手
続
き
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
な
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
沖

縄
戦
に
よ

っ
て
土
地
取
得
に
関
す
る
書
類
が
全
て
沖
縄
本
島
と
伊
江
島
に
お
い
て
消
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
依
然
と
し
て
そ
の
正
確

な
事
実
関
係
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、

日
本
復
帰
後
の
一
九
七
八
年
に
沖
縄
県
が
作
成
し
た

『
旧
日
本
軍
接
収
用
地
調
査
報
告
書
』

は、

「
旧
地
主
」
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
旧
日
本
軍
に
よ
る
土
地
取
得
は
「
民
法
上
の
売
買
、

双
務
契
約
に
基
づ
く
取
得
と
は
到
底
言
え
ず
」
、
「
威
圧
的
、
強
制
的
命
令
に
よ
り
接
収
し
た
も
の
」
で
あ
る
、
と
結
論
c

つ
け
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
大
蔵
省
は
、
同
年
四
月
に
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
提
出
し
た
「
沖
縄
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
つ
い
て
」
と
題

す
る
文
書
に
お
い
て
、
旧
日
本
軍
に
よ
る
土
地
の
取
得
は
「
私
法
上
の
売
買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
き
を
経
て
」
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
同
省
は
、
沖
縄
県
と
同
じ
く
「
旧
地
主
」
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

九
七
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ま
た
沖
縄
本
島
や
伊
江
島
と
同
じ
時
期
に
土
地
取
得
が
行
わ
れ
た
宮
古
島
や
石
垣
島
に
残
存
し
て
い
た
関
係
書
類
(
土
地
の
売
買
が
行
わ

の
内
容
か
ら
推
測
し
て
、
こ
う
し
た
結
論
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
沖

れ
た
こ
と
を
示
す
「
土
地
売
渡
証
書
」
な
ど
)

縄
県
と
日
本
政
府
の
見
解
は
対
立
し
、
今
現
在
で
も
そ
れ
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
戦
後
に
入
っ
て
そ
の
飛
行
場
用

地
が
私
有
地
と
し
て
で
は
な
く
国
有
地
と
し
て
扱
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

さ
て
、
沖
縄
各
地
に
お
け
る
日
本
軍
の
飛
行
場
建
設
は
、
こ
の
よ
う
に
現
地
住
民
の
土
地
お
よ
び
労
務
の
提
供
を
受
け
な
が
ら
強
力
に

推
進
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
サ
イ
パ
ン
島
が
米
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
、

(四
四
年
七
月
上
旬
)
。
サ
イ
パ
ン
陥
落
と
い
う
こ
の
新
事
態
を

沖
縄
へ
の
米
軍
進
攻
も
い
よ
い
よ
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
な
る

迎
え
て
大
本
営
は
、
七
月
二
回
目
、
米
軍
と
の
「
決
戦
」
を
謡
っ
た
新
た
な
作
戦
方
針
、

「陸
海
軍
爾
後
の
作
戦
指
導
大
綱
」
を
策
定
す

る
。
こ
の
新
作
戦
は
い
わ
ば
「
航
空
決
戦
」
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
台
湾
、
そ
し
て
南
西
諸
島
な
ど
の
予
想

地
域
に
進
攻
し
て
き
た
場
合
、
陸
海
両
軍
の
全
航
空
兵
力
を
も

っ
て
こ
れ
を
撃
滅
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
作
戦
を
策
定
し
た
大
本
営
は
、
そ
れ
に
前
後
し
て
、
こ
れ
ま
で
H

裸
同
然
H

で
あ
っ
た
沖
縄
に
も
よ
う
や
く
第
九
師
団
を
は
じ

め
と
す
る
地
上
戦
闘
部
隊
を
送
り
込
み
、
第
三
二
軍
首
脳
部
も
変
更
し
て
軍
司
令
部
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
来
る

「航
空

決
戦
」
に
備
え
て
大
本
営
は
九
月
中
旬
、
強
化
さ
れ
た
第
三
二
軍
に
対
し
て
建
設
工
事
の
遅
れ
て
い
る
各
飛
行
場
を
九
月
末
ま
で
に
完
成

さ
せ
る
よ
う
催
促
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
た
第
三
二
軍
は
直
ち
に
地
上
戦
闘
部
隊
ま
で
投
入
し
、
沖
縄
各
地
の
飛
行
場
を
期
日
の
九

月
末
ま
で
に
概
ね
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
3

竺
一
ヵ
月
後
の
同
年
一
一
月
下
旬
以
降
、
第
三
二
軍
は
こ
の
軍
民
共
同
で
苦
心
し
て
作
り
上
げ

た
飛
行
場
を
放
棄
す
る
方
向
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
第
三
二
軍
を
し
て
飛
行
場
放
棄
へ
と
向
か
わ
し
め
た
最
大
の
理
由
は
、
精
鋭
部
隊
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で
あ
っ
た
第
九
師
団
の
台
湾
転
用
に
よ
る
兵
力
の
減
少
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
決
戦
が
一

O
月
下
旬
に
始
ま

っ
た
の
を
受
け

て
大
本
営
陸
軍
部
が
、
台
湾
の

一
個
師
団
を
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
持
っ
て
い
く
こ
と
を
決
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
台
湾
に
沖
縄
の一

個
師
団

を
転
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
大
本
営
陸
軍
部
は
、
米
軍
の
侵
攻
ル

l
ト
を
フ

ィ
リ
ピ
ン
!
台
湾
の

線
と
考
え
て
、
こ
う
し
た
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
第
九
師
団
の
台
湾
転
用
に
よ
っ
て
兵
力
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
三
二
軍
は
従
来
の
作
戦
計
画
の
練
り
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
作
戦
計
画
で
は
、
米
軍
の
上
陸
地
点
を
嘉
手
納
・
読
谷
方
面
か
牧
港
方
面
、
あ
る
い
は
糸
満
方
面
と
想
定
し
た

う
え
で
、
嘉
手
納
、
読
谷
両
飛
行
場
の
あ
る
同
方
面
に
は
第
二
四
師
団
を
、
仲
西
飛
行
場
の
あ
る
牧
港
方
面
に
は
第
六
二
師
団
を
、
そ
し

て
南
部
の
糸
満
方
面
に
は
第
九
師
団
を
配
備
し
、
米
軍
上
陸
の
際
に
は
正
面
配
備
の
兵
団
が
「
極
力
敵
戦
力
の
消
耗
を
図
り
」、
他
の
兵

団
が
戦
闘
地
域
に
到
着
し
た
あ
と
「
攻
勢
に
転
じ
」
て
敵
を

「
撃
滅
す
る
」
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

し
か
し
糸
満
方
面
に
配
備
し
て
い
た
第
九
師
団
が
台
湾
に
引
き
抜
か
れ
る
や
、
第
三
二
軍
は
首
里
を
中
心
と
す
る
中
南
部
地
域
に
主
力

兵
団
を
集
中
配
備
し
、
敵
が
南
部
地
域
に
上
陸
し
て
き
た
際
に
は
そ
の
沿
岸
部
で
敵
を

「撃
滅
」
し
、
中
部
地
域
(
嘉
手
納
・
読
谷
方

面
)
か
ら
敵
が
上
陸
し
て
き
た
場
合
に
は
首
里
北
方
の
主
陣
地
で
持
久
作
戦
を
と
る
、
と
い
う
新
作
戦
を
策
定
す
る
。
こ
の
新
作
戦
に
基

づ
き
第
三
二
軍
は
、
嘉
手
納
・
読
谷
方
面
を
担
当
し
て
い
た
第
二
四
師
団
を
第
九
師
団
が
抜
け
た
南
部
の
糸
満
方
面
に
配
備
し
、
こ
れ
ま

で
苦
心
し
て
作
り
上
げ
た
嘉
手
納
、
読
谷
両
飛
行
場
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
飛
行
場
放
棄
の
新
作
戦
は
、
当
然
の
如
く
、
航
空
作
戦
を
重
視
す
る
軍
中
央
の
見
解
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

東
シ
ナ
海
周
辺
地
域
に
来
攻
す
る
米
軍
を
陸
海
両
軍
の
特
攻
機
を
も
っ
て
撃
滅
す
る
と
い
う
航
空
作
戦
(
天
号
航
空
作
戦
)
を
新
た
に
打

ち
立
て
た
大
本
営
は
、
嘉
手
納
、
読
谷
両
飛
行
場
の
守
備
兵
力
を
い
ま
一
度
強
化
す
る
よ
う
何
度
も
指
示
を
出
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
現

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
二
(
平
良
)

九
九
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地
の
第
三
二
軍
は
、
現
有
兵
力
で
は
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
拒
否
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
米
軍
上
陸
の
直
前
に

な
っ
て
同
軍
は
、
嘉
手
納
、
読
谷
、
伊
江
島
の
三
つ
の
飛
行
場
を
み
ず
か
ら
の
手
で
破
壊
し
た
う
え
、
米
軍
の
上
陸
を
中
南
部
の
主
陣
地

内
で
静
か
に
待
ち
構
え
る
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、

一
方
の
米
軍
側
の
動
き
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

ト
ラ
ッ
ク
島
や
サ
イ
パ
ン
島
と
い
っ
た
日
本
軍
の
要
衝
を
次
々
と
陥
落
さ
せ

た
米
軍
は
、
当
初
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
の
攻
略
か
、
あ
る
い
は
台
湾
攻
略
か
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
皮
肉
に
も
、

日
本
軍
が
台

湾
防
衛
の
た
め
に
沖
縄
か
ら
第
九
師
団
を
引
き
抜
く
決
定
を
し
た
同
じ
月
、
米
統
合
参
謀
本
部
は
台
湾
攻
略
に
代
え
て
沖
縄
攻
略
を
決
定

し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
沖
縄
攻
略
へ
の
変
更
を
統
合
参
謀
本
部
に
進
言
し
た
の
は
、
当
初
台
湾
攻
略
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
海
軍
作
戦
部
長
の
ア

l
ネ
ス

ト
・

J
・
キ
ン
グ
(
尽
ロ

g円
〕

同

gm)
提
督
で
あ
っ
た
。
こ
の
キ
ン
グ
が
み
ず
か
ら
の
見
解
を
取
り
下
げ
て
沖
縄
攻
略
を
進
言
し
た
の

は
、
実
は
前
線
で
指
揮
を
と
る
司
令
官
た
ち
の
意
見
を
受
け
入
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
太
平
洋
地
区
陸
軍
航
空
司
令
官
の
ミ
ラ
l
ド
・

F
・ハ

l
モ
ン

(玄口

E
E
目
出
向
日
O
口
)
中
将
は
、
台
湾
を
日
本
木
土
爆
撃
の
出
撃
基
地
と
し
て
み
た
場
合
、
同
地
域
で
一
般
的
な
北

風
が
B

|
二
九
爆
撃
機
の
離
陸
に
際
し
有
害
な
向
か
い
風
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、

そ
し
て
台
湾
か
ら
沖
縄
、
九
州
を
経
て
本
州
へ
と
向

か
う
ル

l
ト
は
敵
の
追
撃
標
的
に
な
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
挙
げ
て
、
台
湾
よ
り
も
む
し
ろ
沖
縄
を
攻
略
す
べ
し
と
チ
ェ
ス
タ

ト

・
W
・
ニ
ミ
ッ
ツ

(の
F
O
件
。
円
当

-ZEHN)
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
に
進
言
す
る
。
ま
た
ハ

l
モ
ン
と
同
じ
く
太
平
洋
地
区
陸
軍
司

ム
互
自
の
ロ
パ

l
ト
・

C
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

(
問
。

σ
。円件。
-
Eの
E
E
g
D
)
中
将
も
、
「
中
国
沿
岸
に
沿
っ
た
前
進
は
戦
争
遂
行
に
寄
与

す
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
小
さ
い
」
の
で
台
湾
占
領
は
不
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
よ
り
も
ル
ソ
ン
島
や
沖
縄
・
小
笠
原
諸
島
の
基
地
を
獲
得
す

る
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
、
と
ニ
ミ
ッ
ツ
に
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
当
初
台
湾
攻
略
作
戦
の
地
上
軍
司
令
官
に
任
命
さ
れ
て
い
た
サ
イ
モ
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(
∞
昨
日
oロ
∞
・
∞
c
n
wロ
2
)
陸
軍
中
将
(
の
ち
に
沖
縄
攻
略
作
戦
の
地
上
軍
司
令
官
と
な
る
)
も
、
「
十
分
な
兵

力
が
利
用
で
き
な
い
」
の
で
台
湾
攻
略
は
実
行
不
可
能
で
あ
る
、
と
進
言
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
米
軍
は
欧
州
戦
線
に
兵
力
を
投

ン・

B
・
パ
ッ
ク
ナ
l

入
し
て
お
り
、
台
湾
攻
略
の
た
め
に
必
要
な
兵
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
進
言
を
現
地
司
令
官
か
ら
受
け
た
ニ
ミ
ッ
ツ
は
、
こ
れ
を
み
ず
か
ら
承
認
し
た
う
え
、
キ
ン
グ
作
戦
部
長
に
提
案
す
る
。
そ

し
て
キ
ン
グ
は
こ
の
提
案
を
統
合
参
謀
本
部
に
上
げ
、
岡
本
部
は
一

O
月
三
目
、
西
南
太
平
洋
方
面
最
高
司
令
官
の
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ

サ

(ロ
o丘
町
宮
ω
室
内
民
〉
ユ
F
ロ
円
)
将
軍
に
対
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
の
攻
略
を
命
じ
る
と
と
も
に
、

(
お
)

て
は
硫
黄
島
と
沖
縄
の
攻
略
を
命
じ
る
の
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
部
が
沖
縄
戦
を
通
し
て
こ
の
地
域
の
戦
略
的

ニ
ミ

ッ
ツ
提
督
に
対
し

価
値
を
見
い
出
し
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
ま
た
そ
の
戦
略
的
価
値
の
ゆ
え
に
戦
後
に
入
っ
て
沖
縄
を
み
ず
か
ら
の
支
配
下
に
置
い

た
こ
と
を
考
え
て
も
、
こ
の

「沖
縄
戦
」
へ
の
道
を
決
定
づ
け
た
統
合
参
謀
本
部
の
決
定
は
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。

こ
の
統
合
参
謀
本
部
の
決
定
を
受
け
て
ニ
ミ
ッ
ツ
軍
は
、
翌
四
五
年
一
月
六
日
、
「
ア
イ
ス
パ

1
グ
(
目
。
何
回
同
月
の
)
作
戦
」
と
呼
ば

れ
る
沖
縄
攻
略
作
戦
を
立
案
す
る
。
こ
の
攻
略
作
戦
の
主
目
的
の
一
つ
は
、
将
来
の
日
本
侵
攻
に
備
え
て
沖
縄
に
「
軍
事
基
地
を
確
立
す

る
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
「
軍
事
基
地
」
構
築
の
た
め
に
同
軍
は
、
さ
ら
に
二
月
一

O
目
、
沖
縄
本
島
内
で
の
基
地
開
発
計
画
を
具
体

的
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
基
地
開
発
計
画
で
は
、
那
覇
港
と
中
城
湾
の
開
発
を
謡
っ
て
い
た
他
に
、
沖
縄
本
島
内
に
八
つ
の
飛

行
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
こ
の
八
つ
の
飛
行
場
の
建
設
位
置
は
、
泡
瀬
、
普
天
問
、
小
禄
の
コ
ヲ
所
を
除
け
ば
、
残
り
は

全
て
日
本
軍
の
建
設
し
た
各
飛
行
場
の
位
置
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
米
軍
は
伊
江
島
と
宮
古
島
で
の
基
地
開
発
計
画
も
立
案
す
る

そ
の
中
心
は
沖
縄
本
島
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
飛
行
場
の
建
設
に
あ
っ
た
。

が
、
こ
れ
ら
両
島
の
基
地
開
発
計
画
に
し
て
も
、

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

。
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。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
米
軍
の
飛
行
場
建
設
を
中
心
と
し
た
沖
縄
の
基
地
開
発
計
画
が
、
あ
く
ま
で
沖
縄
攻
略
作
戦
や
本
土
進
攻

作
戦
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
闘
終
了
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
れ
を
保
持
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
ま
だ
米
軍
は
、
沖
縄
に
長
期
に
わ
た
っ
て
軍
事
基
地
を
置
く
の
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
沖
縄
基
地
を
長
期
保
有
す
る
こ
と
を
正
式
決
定
し
た
の
は
、
沖
縄
戦
終
結
か
ら

四
年
も
経
っ
た
、

一
九
四
九
年
に
入
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
沖
縄
攻
略
作
戦
に
基
づ
き
米
第
一

O
軍
は
、
三
月
二
六
日
慶
良
間
諸
島
に
上
陸
し
た
あ
と
、
四
月
一
日
、
沖
縄
本
島
に
上
陸

す
る
。
日
本
軍
か
ら
何
の
攻
撃
も
受
け
ず
に
無
血
上
陸
を
果
た
し
た
米
第
一

O
軍
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
日
本
軍
の
放
棄
し
た
読
谷
、
嘉

手
納
の
両
飛
行
場
を
獲
得
し
、
直
ち
に
そ
れ
を
修
復
し
て
沖
縄
攻
略
作
戦
の
た
め
に
利
用
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
も
占
領
し
た
各
地
域
に

お
い
て
米
軍
は
、
上
記
基
地
開
発
計
画
に
従
っ
て
飛
行
場
な
ど
の
軍
事
施
設
を
次
々
と
構
築
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
初
計
画

が
立
て
ら
れ
て
い
た
宮
古
島
で
の
基
地
建
設
は
、
沖
縄
本
島
と
伊
江
島
だ
け
で
十
分
な
飛
行
場
を
確
保
で
き
る
と
い
う
理
白
か
ら
、
中
止

(
出
)

と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

「
主
要
基
地
地
域
」
と
し
て
の
沖
縄

織
烈
を
極
め
た
沖
縄
戦
が
事
実
上
終
結
し
た
の
は
、

四
五
年
六
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘
で
の
米
軍
の
戦
死
者
は
約
一

万
二

0
0
0入
、
日
本
軍
の
戦
死
者
は
約
九
万
四

0
0
0人
(
う
ち
沖
縄
県
出
身
の
軍
人
・
軍
属
は
約
二
万
八

0
0
0人)、

一
般
住
民
の
戦

死
者
は
約
九
万
四

0
0
0人
(
戦
闘
参
加
者
を
含
む
)

で
あ
っ
た
。
日
米
双
方
合
わ
せ
て
二

O
万
人
以
上
も
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
の
織

烈
極
ま
る
戦
闘
に
勝
利
し
た
米
軍
は
、
沖
縄
戦
を
生
き
の
び
た
約
三
二
万
人
の
住
民
の
多
く
を
沖
縄
本
島
内
に
設
置
し
た
七
ヵ
所
の
米
軍
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キ
ャ
ン
プ
、
と
り
わ
け
山
林
地
帯
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
北
部
地
域
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
す
る
一
方
、
中
南
部
地
域
に
お
い
て
は
日

本
本
土
侵
攻
の
た
め
の
大
規
模
な
軍
事
施
設
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
八
月

一
四
日
に
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
を
受
諾
し
、
あ
の
三
年
八
カ
月
に
お
よ
ん
だ
太
平
洋
戦
争
が
つ
い
に
終
結
す
る
。
日
本
本
土
侵
攻
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
沖
縄
の
米
軍
基
地
は
、
こ
の
日
本
の
無
条
件
降
伏
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
二
ヵ
月
後
の
同
年
一

O
月
、
沖
縄
基
地
は
米
軍
に
よ
っ
て
新
た
な
意
味
を
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
同
月
二
三
日
に

作
成
さ
れ
た

J
C
S
五
七
O
/四
O
な
る
文
書
の
な
か
で
、
統
合
参
謀
本
部
が
沖
縄
を
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
戦
略
拠
点
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
文
書
は
戦
後
に
お
い
て
米
軍
が
海
外
に
展
開
す
る
基
地
地
域
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
基

地
地
域
を
同
文
書
は
戦
略
的
重
要
度
に
応
じ
て
次
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
ず
戦
略
的
重
要
度
の
最
も
高
い
地
域
を

「
主
要
基
地
地
域
」
と
し
、
次
に
重
要
度
の
高
い
地
域
を
「
二
次
的
基
地
地
域
」
、
以
下
「
補
助
的
基
地
地
域
」
、
「
副
次
的
基
地
地
域
」
と

し
て
い
る
。
最
も
戦
略
的
重
要
度
の
高
い
「
主
要
基
地
地
域
」
と
は
、
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

そ
の
属
領
、
西
半
球
、

そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
防
衛
、
お
よ
び
軍
事
作
戦
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
基
地
シ
ス
テ
ム

の
基
礎
を
構
成
し
、
戦
略
的
に
位
置
す
る
」
基
地
地
域
の
こ
と
を

指
し
、
こ
の
「
主
要
基
地
地
域
」
の
な
か
に
琉
球
諸
島
を
含
め
て
い
た
。
そ
の
他
、
太
平
洋
側
で
は
ア
ラ
ス
カ

l
ア
リ
ュ

1
シ
ャ
ン
列
島
、

ハ
ワ
イ
諸
島
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
、
そ
し
て
パ
ナ
マ
運
河
地
域
が
、
ま
た
大
西
洋
側
で
は
ニ
ュ

l
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
パ
ー
ジ
ン
諸
島
、

そ
し
て
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
が
、
こ
の
「
主
要
基
地
地
域
」
に
名
を
連
ね
て
い
た
。

な
お
、
こ
の

「主
要
基
地
の
防
衛
な
い
し
ア
ク
セ
ス
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
の
た
め
に
必
要
で
、
か
つ
軍
事
作
戦
遂
行
の
た
め
に
必

要
」
な
「
二
次
的
基
地
地
域
」
に
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
l
島
、
南
鳥
島
、
小
笠
原
諸
島
、
そ
し
て
ト
ラ
ッ
ク
島
な
ど
二

O
地
域
が
含
ま
れ
て

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

一O
三
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お
り
、

「主
要
基
地
と
二
次
的
基
地
の
シ
ス
テ
ム
の
柔
軟
性
を
増
す
た
め
に
必
要
」
と
さ
れ
た
「
補
助
的
基
地
地
域
」
に
は
、
台
湾
、
パ

フ
オ
、
カ
リ
ア
ナ
諸
島
な
ど
一
八
地
域
が
含
ま
れ
て
い
た
。

一
九
四
五
年
九
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て
米
軍
内
部
の
戦
争
計
画
者
た
ち
は
、
仮
想
敵
国
を
ソ
連
と
見
立

て
た
う
え
で
、
戦
略
核
爆
撃
に
よ
っ
て
同
国
を
即
座
に
打
ち
負
か
す
と
い
う
軍
事
戦
略
を
立
て
て
い
た
。
こ
の
戦
略
核
爆
撃
重
視
の
軍
事

柴
山
太
の
研
究
に
よ
る
と
、

戦
略
で
は
、

ソ
連
と
の
戦
争
を
一

O
年
以
上
も
先
の
こ
と
と
想
定
し
、
第
一
戦
線
を
西
欧
、
中
東
方
面
に
置
き
、
第
二
戦
線
を
極
東
地
域

に
置
い
て
い
た
。
こ
の
軍
事
戦
略
の
下
で
ワ
シ
ン
ト
ン
の
戦
争
計
画
者
た
ち
は
、
第
二
戦
線
に
す
ぎ
な
い
極
東
地
域
で
の
対
ソ
戦
に
関
し

て
は
、
「
比
と
琉
球
諸
島
の
基
地
で
十
分
」
に
対
処
で
き
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
沖
縄
が

J
C
S
五
七
O

/
四

O
で

「主
要
基
地
地
域
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
そ
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
軍
部
の
対
ソ
軍
事
戦
略
構
想
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
沖
縄
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
基
地
を
も
っ
て
極
東
地
域
で
の
対
ソ
戦
に
対
処
す
る
と
し
た
彼
ら
戦
争
計
画
者
た
ち
の
戦

略
構
想
は
、
翌
四
六
年
に
入
る
や
、
早
く
も
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

J
C
S
五
七

O
/四
O
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
日
本
本
土
の
米
軍
基
地
が
、
沖
縄
基
地
と
と
も
に
対
ソ
戦
用
の
基
地
と
し
て
重
視
さ
れ
て
く
る
一
方
、
「
主
要
基
地
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
基
地
が
、
逆
に
H

後
方
基
地
H

へ
と
降
格
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
柴
山
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
戦
略

核
爆
撃
重
視
の
軍
事
戦
略
を
立
て
て
い
た
戦
争
計
画
者
た
ち
は
、
そ
の
軍
事
戦
略
に
関
す
る
研
究
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
結
果
、
翌
四
六

年
一
月
に
は
、

B
l
二
九
爆
撃
機
に
よ
る
二

O
発
か
ら
三

O
発
程
度
の
原
爆
攻
撃
で
は
ソ
連
を
降
伏
へ
と
追
い
込
む
こ
と
は
不
可
能
で
、

(
お
)

そ
の
ソ
連
を
屈
服
さ
せ
る
た
め
に
は
一
九
六
発
も
の
原
爆
が
必
要
に
な
る
、
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。

当
時
(
一
九
四
五
年
末
)
、

ア
メ
リ
カ
が
実
際
に
保
有
し
て
い
た
原
爆
の
数
は
僅
か
に
二
発
の
み
で
、
二

O
O発
近
く
の
原
爆
を
直
ち

に
同
国
が
保
有
す
る
こ
と
な
ど
、
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
か
っ
た
。
ま
た
一

O
年
以
上
も
先
と
み
て
い
た
対
ソ
戦
も
、
米
ソ
対
立
の
高
ま
り
を
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背
景
に
い
ま
す
ぐ
に
で
も
始
ま
り
か
ね
な
い
も
の
と
想
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
か
く
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
戦
争
計
画
者
た
ち
は
、
核

兵
器
に
だ
け
頼
っ
た
対
ソ
軍
事
戦
略
構
想
を
放
棄
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
型
の
戦
略
構
想
、
す
な
わ
ち
通
常
爆
弾
使
用
の
戦
略
爆
撃
と
、

地
上
作
戦
を
重
視
し
た
戦
略
構
想
へ
と
立
ち
返
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
戦
略
構
想
に
お
い
て
彼
ら
計
画
者
た
ち
は
、
極
東
地
域
に
お
い
て
対
ソ
戦
が
始
ま

っ
た
場
合
、
直
ち
に
満
州
、
朝
鮮
、
中
国
北
部

が
ソ
連
の
手
に
落
ち
る
も
の
と
想
定
し
、
ま
ず
朝
鮮
か
ら
二
個
師
団
と
一
航
空
群
を
日
本
本
土
に
撤
退
さ
せ
、
そ
の
部
隊
と
日
本
本
土
に

駐
留
す
る
四
個
師
団
と
八
航
空
群
、

そ
し
て
西
太
平
洋
に
配
置
し
て
あ
る
太
平
洋
艦
隊
と

一
二
航
空
群
、
さ
ら
に
日
本
に
駐
留
す
る
英
連

邦
の
一
個
師
団
を
も
っ
て
ソ
連
の
侵
攻
に
対
処
す
る
、
と
い
う
考
え
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
前
年
一

O
月
段
階
で
は
フ
ィ

リ
ピ
ン

基
地
と
沖
縄
基
地
を
対
ソ
戦
に
利
用
す
る
考
え
で
い
た
戦
争
計
画
者
た
ち
は
、
こ
こ
に
き
て
沖
縄
基
地
と
と
も
に
在
日
米
軍
基
地
を
対
ソ

戦
用
基
地
と
し
て
利
用
す
る
考
え
を
持
ち
始
め
た
の
で
あ
る
。

統
合
参
謀
本
部
が
ハ
リ
1

・
S
・
ト
ル

i
マ
ン

(出
向
ミ
∞
・
叶
，

E
Bmg)
大
統
領
に
宛
て
た
四
六
年
九
月
一

O
日
付
け
の
メ
モ
は
、

岡
本
部
が
在
日
米
軍
基
地
と
沖
縄
基
地
を
対
ソ
戦
に
利
用
す
る
考
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
明
記
し
て
い
る
。

「
ソ
連
を
一
方
の

当
事
者
と
す
る
戦
争
が
発
生
し
た
場
合
に
ソ
連
は
必
ず
満
州
な
い
し
中
国
北
部
に
南
下
し
、
黄
海
と
日
本
海
を
囲
む
北
東
ア
ジ
ア
の
工
業

日
本
本
土
を
除
け
ば
沖
縄
は
こ
の
地
域
に
米
軍
を
投
入
で
き
る
唯
一
の
基
地
と
な
る
」。

地
域
を
そ
の
支
配
下
に
置
く
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
一
九
四
六
年
に
入
っ
て
ア
メ
リ
カ
軍
部
が
沖
縄
基
地
と
と
も
に
在
日
米
軍
基
地
を
重
視
し
始
め
た
の
と
は
正
反
対
に
、

「
主
要
基
地
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
基
地
は
、
同
年
末
頃
か
ら
H

後
方
基
地
H

へ
と
降
格
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
伊
藤

裕
子
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
基
地
協
定
交
渉
を
前
に
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
部
は
、
七

一
ヵ
所
に
も
の
ぼ
る
米
軍
基
地
用
地

(
軍
用
地
)

の
使
用
権
を
要
求
す
る
方
針
を
立
て
て
い
た
が
、
四
六
年
八
月
か
ら
始
ま
っ
た
実
際
の
交
渉
を
通
じ
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
基
地

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

一O
五
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六

そ
の
も
の
を
確
保
す
べ
き
か
ど
う
か
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
こ
の
米
比
間
で
行
わ
れ
た
基
地
協
定
交
渉
で
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ロ
ハ

ス

(
ζ
h
5
5
-
F・
MNouSω)
大
統
領
が
米
軍
基
地
の
マ
ニ
ラ
首
都
圏
か
ら
の
撤
去
を
強
く
要
求
し
た
り
、
植
民
地
主
義
的
特
権
の
廃
止

を
強
く
要
求
し
た
た
め
、
交
渉
は
何
度
も
中
断
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
苛
立
ち
を
深
め
た
ア
メ
リ
カ
軍
部
が
、
在
比
米
軍

の
全
面
撤
退
ま
で
視
野
に
入
れ
た
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

同
年
一
一
月
一
二
目
、

ニ
ミ
ッ
ツ
海
軍
作
戦
部
長
は
、

ス
ピ
ッ
ク
湾
と
サ
ン
グ
レ

l

・
ポ
イ
ン
ト
の
二
ヵ
所
の
即
時
使
用
と
、

レ
イ
テ

H

サ
マ

l
ル
基
地
お
よ
び
タ
ウ
ィ
タ
ウ
ィ
停
泊
地
の
緊
急
時
使
用
権
の
み
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
要
求
し
、
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
は
将

来
フ
ィ

リ
ピ

ン
か
ら
全
面
撤
退
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
決
定
す
る
。
ま
た
一

一
月
二
三
日
に
は
ド
ワ
イ
ト
・

D
・
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
!

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
陸
軍
部
隊
を
原
則
的
に
全
て
撤
退
さ
せ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
一
航
空
部
隊
と
若
干
の
陸
上
部
隊
を
駐
留
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
部
が

(
ロ
ヨ
∞
宮
口
・
巴
8
ロ
ぎ
君
。
円
)
陸
軍
参
謀
総
長
も
、

こ
の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
基
地
へ
の
態
度
を
大
き
く
変
え
た
背
景
に
は
、
伊
藤
裕
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
政
府
の
緊
縮
財
政

や
基
地
協
定
に
対
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
「
猛
烈
な
反
発
」
な
ど
に
加
え
て
、
「
同
じ
西
太
平
洋
地
域
に
位
置
す
る
日
本
と
沖
縄
が
よ
り

(
位
)

有
用
な
戦
略
拠
点
と
し
て
浮
上
」
し
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ト
ル

l
マ
ン
大
統
領
は
こ
の
陸
海
両
軍
の
提
案
を
一
二
月
五
日
に
承
認
し
、
こ
れ
を
ロ
ハ
ス
大
統
領
に
伝
達
す
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

米
軍
を
撤
収
さ
せ
る
意
図
な
ど
全
く
持
た
な
か
っ
た

ロ
ハ
ス
大
統
領
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
側
の
提
案
に
ひ
ど
く
狼
狽
し
、
米
軍
の
残
留
を

懇
願
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ロ
ハ
ス
の
要
請
を
受
け
て
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
一
六
基
地
の
即
時
使
用
と
七
基
地
の
緊
急

時
使
用
権
の
保
留
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
要
求
し
、
翌
四
七
年
三
月
に
は
、
こ
れ
ら
二
三
基
地
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
貸
与
す
る
と
い
う
米

比
軍
事
基
地
協
定
が
締
結
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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以
上

一
九
四
六
年
に
入
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
基
地
を
H

後
方
基
地
H

へ
と
降
格
さ
せ
た
ア
メ
リ
カ
軍
部
は
、
沖
縄
基
地
と
日
本
本
土
の

基
地
を
重
視
す
る
方
向
に
そ
の
態
度
を
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
沖
縄
と
日
本
本
土
の
基
地

を
今
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
保
持
し
て
い
く
の
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
ま
だ
こ
の
段
階
で
は
政
府
の
見
解
は
固
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
。

沖
縄
に
関
し
て
い
え
ば
、
今
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
米
軍
基
地
を
保
持
し
て
い
く
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
よ
り
も
、
よ
り
根
本
的
に
、

沖
縄
そ
の
も
の
の
処
遇
を
ど
う
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
軍
部
と
国
務
省
の
見
解
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
統
合
参
謀
本
部
が
沖
縄
の
戦
略
的
重
要
性
に
鑑
み
て
同
地
域
を
国
連
の
戦
略
的
信
託
統
治
下
に
置
く
こ
と
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、

国
務
省
は
沖
縄
を
非
軍
事
化
し
た
う
え
で
日
本
に
返
還
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
の
処
遇
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
根
本
的
な

対
立
を
前
に
し
て
ト
ル

l
マ
ン
大
統
領
は
、
四
六
年
一
一
月
、
こ
の
問
題
の
解
決
を
結
局
の
と
こ
ろ
棚
上
げ
に
す
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
沖
縄
の
処
遇
問
題
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
棚
上
げ
に
さ
れ
る
な
か
、

一
方
の
沖
縄
現
地
に
お
い
て
は
、
占
領
米
軍
が
戦
後
に
立

て
た
基
地
開
発
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
飛
行
場
や
弾
薬
庫
な
ど
の
軍
事
施
設
を
次
々
と
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
現
地
の
米
陸
軍
司
令
部

(
沖
縄
基
地
司
令
部
)
が
立
て
た
基
地
開
発
計
画
(
四
五
年
一

O
月
策
定
)

で
は
、
沖
縄
本
島
と
伊
江
島
に
八
つ
の
飛
行
場
を
開
発
す
る

こ
と
を
謡
っ
て
い
た
他
に
、
弾
薬
庫
、
通
信
施
設
、
貯
蔵
庫
、
港
(
那
覇
港
)
、
病
院
、
住
宅
、
燃
料
庫
、
道
路
、
そ
し
て
電
気
・
ガ

(
必
)

ス
・
水
道
施
設
な
ど
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
伊
江
島
を
除
き
沖
縄
本
島
内
に
開
発
す
る
七
つ
の
飛
行
場
と
は
、
北
か
ら

順
に
、
本
部
、
ボ
l
口、

読
谷
、
嘉
手
納
、
普
天
問
、

マ
チ
ナ
ト
、

そ
し
て
那
覇
の
七
つ
の
飛
行
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
四
つ
の
飛
行

場
(
読
谷
、
嘉
手
納
、

マ
チ
ナ
ト

〔仲
西
〕
、
那
覇
)
は
日
本
軍
の
建
設
し
た
飛
行
場
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
残
り
の
一
二
つ
飛
行
場
(
本

部
、
ボ
l
口
、
普
天
間
)
が
米
軍
に
よ
っ
て
新
し
く
予
定
さ
れ
た
飛
行
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
地
陸
軍
司
令
部
の
策
定
し
た
基
地
開
発
計

画
は
、

そ
の
後
太
平
洋
軍
司
令
部
に
よ
っ
て
若
干
修
正
さ
れ
る
が
、
そ
の
修
正
さ
れ
た
箇
所
は
マ
チ
ナ
ト
飛
行
場
の
貯
蔵
庫
へ
の
変
更
、

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

一O
七
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八

本
部
、
ボ
l
口
、
読
谷
、
伊
江
の
各
飛
行
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
計
画
の
中
止
、
嘉
手
納
、
那
覇
両
飛
行
場
の
滑
走
路
拡
張
、
病
院
数

の
変
更
(
四
棟
か
ら
二
棟
に
変
更
)
、
そ
し
て
石
油
貯
蔵
庫
の
規
模
縮
小
な
ど
で
あ
っ
た
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
米
陸
軍
の
作
成
し
た
開
発
計
画
が
、
実
は
「
半
恒
久
的
な
施
設
を
要
求
す
る
暫
定
的
な
計
画
」
で
あ
っ
た
と
い

(
灯
)

う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
沖
縄
戦
開
始
前
に
策
定
さ
れ
た
前
出
基
地
開
発
計
画
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
戦
後
に
入
っ
て
作
成
さ
れ

た
こ
の
開
発
計
画
も
、
全
て
の
施
設
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
強
化
す
る
と
い
う
意
味
で
の
い
わ
ゆ
る
「
恒
久
施
設
」
の
建
設
で
は
な
く
、

台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
る
よ
う
な
、
極
め
て
脆
弱
な
「
半
恒
久
施
設
」
の
建
設
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
米
海
軍
も
戦
後
に
入
っ
て
独
自
の
基
地
開
発
計
画
を
策
定
す
る
が

(
八
月
三

O
日
策
定
て
こ
の
開
発
計
画
で
は
沖
縄
本
島
内

に
三
つ
の
飛
行
場
(
金
武
、
泡
瀬
、
与
那
原
)
と
一
つ
の
水
上
機
飛
行
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
他
に
、
海
軍
の
必
要
と
す
る

諸
施
設
の
建
設
も
謡
っ
て
い
た
。
し
か
し
海
軍
は
そ
の
後
、
「
パ
ッ
ク
ナ
l
・
ベ
イ

(
中
城
湾
)

の
錨
地
と
し
て
の
条
件
を
綿
密
に
検
討
」

そ
れ
が

「当
初
に
考
え
て
い
た
ほ
ど
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
が
判
明
し
、
以
後
沖
縄
で
は
「
小

(
却
)

規
模
の
施
設
の
維
持
だ
け
に
関
心
を
示
す
」
よ
う
に
な
る
。
か
く
し
て
戦
後
の
在
沖
米
軍
基
地
は
、
海
軍
の
基
地
と
し
て
で
は
な
く
、
主

(
括
弧
は
筆
者
)
し
た
結
果
、

と
し
て
航
空
基
地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

現
地
陸
軍
司
令
部
の
作
成
し
た
月
刊
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
四
五
年
一
一
月
段
階
で
本
部
、
ボ
ー
ロ
、
読
谷
の
各
飛
行
場
の
建
設
工
事
が

最
小
限
度
な
も
の
と
な
り
、
最
も
重
視
し
て
い
た
嘉
手
納
飛
行
場
の
整
備
も
ほ
ぼ
完
了
さ
せ
て
い
る
。
沖
縄
で
最
も
重
要
な
軍
事
施
設
で

あ
っ
た
飛
行
場
の
整
備
を
こ
の
よ
う
に
終
え
た
同
司
令
部
は
、
翌
四
六
年
に
入
る
と
、
駐
留
部
隊
の
住
宅
建
設
や
那
覇
港
の
開
発
に
重
点

を
置
く
よ
う
に
な
る
。
前
出
月
刊
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
同
年
四
月
に
は
そ
の
住
宅
建
設
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
ま
た
那
覇
港
の
開
発
も

九
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
完
了
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
建
設
工
事
は
家
族
住
宅
の
建
設
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
も
翌
年
春
ま
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(臼
)

で
に
は
完
了
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
沖
縄
の
処
遇
問
題
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
棚
上
げ
さ
れ
る
な
か
、
沖
縄
現
地
の
米
軍
は
飛
行
場
を
は

じ
め
と
す
る
軍
事
施
設
や
生
活
関
連
施
設
を
次
々
と
構
築
し
て
い
き
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
を
既
成
事
実
化
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節

沖
縄
基
地
の
長
期
保
有
と
基
地
開
発

N
S
C
一
三
/
二
(
五
)

ト
ル

l
マ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
棚
上
げ
に
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
対
沖
縄
政
策
が
、
再
び
同
政
府
内
部
で
活
発
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
そ
の
棚
上
げ
か
ら
お
よ
そ
九
ヵ
月
後
の
一
九
四
七
年
八
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
同
月
五
日
、
国
務
省
極
東
局
が
対

日
平
和
条
約
草
案
を
完
成
さ
せ
、
こ
れ
を
省
内
お
よ
び
軍
部
に
提
示
し
た
こ
と
が
、
こ
の
対
沖
縄
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
を
活
性
化
さ
せ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
極
東
局
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
条
約
草
案
は
、
そ
れ
が
平
和
条
約
締
結
後
も
ソ

連
を
含
め
た
国
際
監
視
機
関
が
日
本
の
非
軍
事
化
と
民
主
化
を
監
視
す
る
と
い
っ
た
内
容
を
含
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

ま
だ
に
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
米
ソ
協
調
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
三
月
の
ト
ル

l
マ
ン
・
ド
ク
卜
リ
ン
、
続
く

同
年
六
月
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
発
動
等
に
よ
っ
て
、
米
ソ
冷
戦
が
い
よ
い
よ
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
の
国
際
環
境

下
に
あ
っ
て
、
米
ソ
協
調
の
観
点
か
ら
作
成
さ
れ
た
こ
の
条
約
草
案
は
、
沖
縄
の
処
遇
に
関
し
て
も
、
前
出
国
務
省
の
見
解
(
沖
縄
を
非

軍
事
化
し
た
う
え
で
日
本
に
返
還
す
る
と
い
う
見
解
)
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
沖
縄
基
地
の
戦
略
的
価
値
を
重
要

視
し
、
沖
縄
を
国
連
の
戦
略
的
信
託
統
治
下
に
置
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
部
が
、
こ
の
極
東
局
の
「
沖
縄
返
還
」
案
に
強

く
反
対
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
極
東
局
の
条
約
草
案
に
対
す
る
批
判
の
声
が
、
同
じ
国
務
省
内
部
か
ら
上
が
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

一
O
九
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こ
の
極
東
局
の
条
約
草
案
に
対
し
て
根
本
的
な
批
判
を
加
え
た
の
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

F
・
ケ
ナ
ン

(の
0
0
円
向
。
出
問

8
5ロ
)
を
室
長
と

す
る
新
設
問
も
な
い
政
策
企
画
室
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
連
「
封
じ
込
め
政
策
」
の
立
案
者
で
あ

っ
た
ケ
ナ
ン
率
い
る
政
策
企
画

室
は
、
極
東
局
と
は
正
反
対
に
米
ソ
対
立
と
い
う
国
際
環
境
を
前
提
と
し
た
う
え
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
が
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
双
方
の
安

全
保
障
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
の
見
解
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

間
企
画
室
が
ロ
パ

l
ト
・
A
・
ロ
ベ
ッ
ト

(月

o
σ
o
ユ〉
-
F
0
3
2
)
国
務
次
官
に
提
出
し
た
一

O
月
一
四
日
付
の
対
日
政
策
文
書

(
p
p
s
一O
)
は
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
沖
縄
基
地
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
「
我
々
は
沖
縄
に
軍
事
施
設
を
要
求

す
る
こ
と
を
想
定
し
て

(
対
日
講
和
)
交
渉
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
(
括
弧
は
筆
者
)
と
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
講
和
後
の
日
本
の
安

全
保
障
に
関
し
て
も
、
「
主
と
し
て
日
本
に
近
接
す
る
地
域
」
に
駐
留
す
る
米
軍
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
沖
縄
や
小
笠
原
な
ど
に
駐
留
す

(
臼
)

日
本
本
土
防
衛
を
図

っ
て
い
く
べ
き
旨
を
提
案
し
て
い
る
。

る
米
軍
に
よ
っ
て
、

こ
の

p
p
s
一
O
文
書
を
作
成
し
た
あ
と
ケ
ナ
ン
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
対
日
政
策
を
組
み
立
て
る
た
め
に
必
要
な
資
料
を
集
め
る
た

め
日
本
を
訪
れ
る
が
、
こ
の
と
き
も
た
れ
た
マ
ッ
カ
l
サ
l
元
帥
と
の
会
談
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
マ
ッ
カ
l
サ
!
と
の
会

談
を
通
じ
て
ケ
ナ
ン
は
、
沖
縄
墓
地
の
戦
略
的
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
と
同
時
に
、

マ
ッ
カ

l
サ
l
の
進
言
に
沿
っ
た
形
の
沖
縄
政

策
を
勧
告
す
る
か
ら
で
あ
る
。

四
八
年
三
月
二
一

日
に
行
わ
れ
た
ケ
ナ
ン
と
の
会
談
で
マ
ッ
カ
I
サ
i
は、

日
本
防
衛
に
関
す
る
沖
縄
の
戦
略
的
価
値
を
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。
「
も
し
我
々
が
日
本
の
領
土
を
外
部
攻
撃
か
ら
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、
陸
軍
や
海
軍
よ
り
も
主
と
し
て
空
軍
力
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
縄
に
十
分
な
空
軍
力
を
常
駐
さ
せ
て
お
け
ば
、
我
々
は
外
部
攻
撃
か
ら
日
本
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

つ
ま
り

マ
ッ
カ
l
サ
l
は、

日
本
の
防
衛
に
は
沖
縄
の
空
軍
基
地
と
空
軍
力
だ
け
で
十
分
で
あ
っ
て
、
「
日
本
本
土
に
軍
隊
を
維
持
す
る
必
要
は

Hosei University Repository



な
い
」
、
と
ケ
ナ
ン
に
力
説
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
他
に
も
マ
ッ
カ
l
サ
1
は、

ア
メ
リ
カ
の
防
衛
線
が

「
い
ま
や
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
琉
球
諸
島
、

ア
リ
ュ

l
シ
ャ
ン
列
島
を
通

過
」
し
て
お
り
、

そ
の
な
か
で
も
沖
縄
は

「重
要
な
要
塞
」
で
あ
る
こ
と
、
沖
縄
に
は
強
力
か
つ
効
果
的
な
空
軍
の
作
戦
準
備
を
す
る
の

に

「十
分
な
ス
ペ
ー
ス
」
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
沖
縄
の
空
軍
な
ら
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
至
る
ア
ジ
ア
沿
岸
の

敵
軍
や
港
湾
設
備
を
確
実
に
破
壊
で
き
る
」
こ
と
、
な
ど
を
ケ
ナ
ン
に
説
明
す
る
。

つ
ま
り
マ
ッ
カ

i
サ
!
は
、

ア
メ
リ
カ
の
防
衛
線
上

に
位
置
す
る
最
重
要
基
地
と
し
て
沖
縄
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
攻
撃
作
戦
基
地
と
し
て
の
沖
縄
の
有
効
性
も
、
彼
に
力
説
し
た
の
で

あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
マ
ッ
カ

l
サ
l
は
、
「
い
ま
こ
そ
ア
メ
リ
カ
は
沖
縄
に
留
ま
る
決
定
を
行
い
、
恒
久
的
な
駐
留
の
た
め
に
必
要
と

(
臼
)

(
基
地
)
建
設
の
た
め
の
十
分
な
資
金
を
直
ち
に
注
ぎ
込
む
べ
き
で
あ
る
」
(
括
弧
は
筆
者
)
と
強
く
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。

な
る帰

国
後
ケ
ナ
ン
は
直
ち
に
対
日
政
策
に
関
す
る
勧
告
書

(
p
p
S
二
八
)
を
ロ
ベ

ッ
ト
国
務
次
官
に
提
出
す
る
が
、
こ
の
勧
告
書
の
な

(
日
)

か
で
ケ
ナ
ン
は
、
沖
縄
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
勧
告
を
行

っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
沖
縄
の
諸
施
設
を
恒
久
的
に
保
持
す
る
と
い
う
意
図
を
現
時
点
で
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
従
い
同
地
の
基
地
を

開
発
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
島
の
恒
久
的
な
戦
略
的
管
理
に
対
し
国
際
的
な
承
認
を
得
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
務
省
が

こ
れ
を
直
ち
に
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
ケ
ナ
ン
は
、
沖
縄
の
国
際
的
地
位
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
省
内
で
「
直
ち
に
研
究
」
す
べ
き
と
勧
告
し
つ

つ
も
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
つ
い
て
は
マ
ッ
カ
l
サ
i
の
進
言
を
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
、
現
時
点
で
そ
れ
の
恒
久
保
有
を
決
定
し
、
同
基

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)
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法
学
志
林

第
一

O
六
巻

第
二
号

地
を
本
格
開
発
す
べ
き
で
あ
る
、
と
勧
告
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
こ
の
「
ケ
ナ
ン
勧
告
」
は
、
国
務
省
内
で
若
干
の
修
正
を
経
た
の
ち
国
家
安
全
保
障
会
議

(
Z
ω
t
o
g
-
∞O
の
戸
号
可
。
。
ロ
ロ
a

(
日
)

巳
汁

Zω
の
)
に
提
出
さ
れ
、
新
し
く
N
S
C
一
三
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の

N
S
C
二
ニ
文
書
は
四
八
年
一

O
月
に
ト
ル
l
マ
ン
大
統
領
の
承
認
を
得
る
が

(
N
S
C
二
ニ
/
二
)
、
沖
縄
に
関
す
る
第
五
項
に
つ
い
て
は
、
翌
四
九
年
二
月
に
入
っ

て
か
ら
そ
の
承
認
を
得
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

N
S
C
二
ニ
/
二
の
第
五
項
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
「
適
当
な
時
期
に
北
緯
二
九

に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
長
期
的
な
戦
略
支
配
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
承
認
」
を
獲
得
す
る
こ
と
を
決
定
す

度
以
南
の
琉
球
諸
島
(
中
略
)

る
と
同
時
に
、
「
沖
縄
の
諸
施
設
、
お
よ
び
北
緯
二
九
度
以
南
の
琉
球
諸
島
(
中
略
)

に
お
い
て
統
合
参
謀
本
部
が
必
要
と
み
な
す
諸
施

(日
)

そ
の
「
沖
縄
と
近
傍
の
軍
事
基
地
を
開
発
」
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
す
る
の
で
あ
っ
た
。

設
を
長
期
的
に
保
持
す
る
意
図
」
を
持
ち
、

在
沖
空
軍
戦
術
部
隊
の
本
国
移
転
案

ア
メ
リ
カ
軍
部
は
こ
の

N
S
C
決
定
を
受
け
て
沖
縄
で
の
本
格
墓
地
開
発
に
向
け
て
い
よ
い
よ
動
き
出
す
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
実

際
の
基
地
開
発
は
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
推
し
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

い
や
ス
ム
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、

そ

も
そ
も
沖
縄
基
地
を
本
格
開
発
す
べ
き
か
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
、
米
空
軍
省
か
ら
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
N
S
C
決
定
か
ら
お
よ

そ
七
ヵ
月
後
の
八
月
三
一
目
、

ホ
イ
ト
・

B
・
パ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
(
出

0
1
∞
・
〈
包
(Mgσqm)
空
軍
参
謀
総
長
は
統
合
参
謀
本
部
に
対

し
、
沖
縄
に
駐
留
す
る
全
て
の
空
軍
戦
術
部
隊
を
沖
縄
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
国
に
移
転
さ
せ
、
沖
縄
に
お
け
る
基
地
開
発
を
縮
小
さ
せ
る
こ

(
以
下
、
「
本
国
移
転
案
」
と
も
い
う
)
。
岡
本
部
が
沖
縄
に
お
け
る
空
軍
力
と
そ
の
基
地
を
戦
後
一
貫
し
て
重

と
を
提
案
し
た
の
で
あ
る

要
視
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
空
軍
省
が
こ
の
「
本
国
移
転
案
」
を
提
起
し
た
こ
と
の
持
つ
意
味
は
、
極
め
て
重
要
な
も
の
が
あ
っ
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た
。
同
案
は
、

ア
メ
リ
カ
が
沖
縄
の
米
軍
基
地
を
本
格
開
発
し
て
い
く
べ
き
か
を
問
う
重
大
提
案
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

ア
メ
リ
カ
の
極

東
軍
事
戦
略
そ
の
も
の
の
基
盤
を
も
揺
り
動
か
す
可
能
性
を
秘
め
た
、
重
大
提
案
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
空
軍
省
が
こ
の
「
本
国
移
転
案
」
を
提
起
し
た
き
っ
か
け
は
、
沖
縄
を
毎
年
襲
う
台
風
に
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
四
九
年
七

月
二
三
日
に
沖
縄
を
直
撃
し
た
戦
後
最
大
の
台
風
、
「
グ
ロ
リ
ア
台
風
」
が
、
同
省
を
し
て
沖
縄
か
ら
戦
術
部
隊
を
全
面
撤
退
さ
せ
る
と

い
う
提
案
を
さ
せ
る
に
至
っ
た
、

そ
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
四
五
年
の
沖
縄
占
領
以
来
現
地
の
米
軍
は
、
毎
年
数
回
も
沖
縄

を
襲
う
台
風
に
よ
っ
て
何
度
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
戦
後
最
大
の
台
風
「
グ
ロ
リ
ア
台
風
」
は
、

そ
れ
が
四
八
年

一
O
月
の
「
リ
ビ

l
台
風
」
、
翌
四
九
年
六
月
の

「
デ
ラ
台
風
」
に
続
け
て
沖
縄
を
襲
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
甚
大
な

る
被
害
を
米
軍
に
対
し
て
も
た
ヨ
り
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
台
風
に
よ
っ
て
米
軍
は
死
者
二
名
、
負
傷
者
一
五
名
の
人
的
被
害
を
出
し
た
だ

け
で
な
く
、
倉
庫
や
庖
舗
、
そ
し
て
教
会
な
ど
の
大
型
建
物
の
約
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
も
完
全
に
破
壊
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
物
的
に
も
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
沖
縄
の
軍
事
施
設
の
な
か
で
も
最
も
強
固
な
建
物
で
あ
っ
た
空
軍
の
航
空
保
管
庫
さ
え
破
壊
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の

台
風
が
如
何
に
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
(
こ
の
グ
ロ
リ
ア
台
風
に
よ
る
被
害
は
米
軍
側
よ
り
も
住
民
側
の
ほ

(ω) 

う
が
よ
り
深
刻
で
、
死
者
三
六
人
、
負
傷
者
二
三
六
人
を
出
し
て
い
る
)
。
こ
の
台
風
被
害
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
空
軍
省
が
、
そ
れ
か

ら
お
よ
そ
一
ヵ
月
後
の
八
月
末
に
、
統
合
参
謀
本
部
に
対
し
て
上
記
「
本
国
移
転
案
」
を
提
起
し
た
わ
け
で
あ
る
。

東
京
の
マ
ッ
カ

l
サ

l
に
宛
て
た
陸
軍
省
の
九
月
三
日
付
け
の
電
報
は
、
パ
ン
デ
ン
バ

ー
グ
空
軍
参
謀
総
長
が
統
合
参
謀
本
部
に
送
っ

た
文
書
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
パ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
「
第
二
次
世
界
大
戦
以
来
、
空
軍
は
相
次
ぐ
台
風
に
よ

っ
て
損
害
を
受
け
た
沖
縄
の
暫
定
施
設
を
復
旧
、
再
建
す
る
た
め
、

一
O
O
O万
ド
ル
以
上
も
費
や
し
て
き
た
」
と
の
べ
た
う
え
、
今
回

の
グ
ロ
リ
ア
台
風
が
沖
縄
の
空
軍
施
設
を
「
そ
こ
で
生
活
と
軍
事
活
動
を
継
続
で
き
な
く
な
る
ま
で
」
徹
底
的
に
破
壊
し
、
大
き
な
損
害

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

一
一
一
一
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法
学
志
林
第
一

O
六
巻

を
与
え
た
、
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
パ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
こ
の
大
損
害
を
受
け
た
空
軍
施
設
を
「
台
風
に
も
耐
え
う
る
施
設
」
に
新
た

第
二
号

一
一
四

に
再
建
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
三
二

O
O万
ド
ル
か
ら
四
五

O
O万
ド
ル
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
う
、
と
の
べ
た
う
え
で
、

し
か
し
そ
れ
を
米
議
会
に
要
求
す
る
の
は
自
分
と
し
て
は
「
気
が
進
ま
な
い
」
、
と
岡
本
部
に
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。

パ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
こ
の
基
地
再
建
予
算
を
議
会
に
要
求
す
る
の
を
嫌
が
っ
た
の
は
、
全
般
的
な
軍
事
予
算
の
削
減
と
い
う
「
現
在
の

予
算
傾
向
」
と
、
空
軍
予
算
が
「
他
の
地
域
」
で
「
緊
急
に
必
要
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
二
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
の
終
結
以
来
、

ア
メ
リ
カ
で
は
膨
張
し
た
軍
事
予
算
の
削
減
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
歴
史
家
ロ
ジ
ャ

l

・
デ
ィ
ン
グ
マ
ン

(
問
。
肉

mw吋ロ
Emgmwロ)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
削
減
さ
れ
た
軍
事
予
算
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
陸
海
空
三
軍
は
激
し
く
対
立
し
、
当
時
の
軍
同

士
の
関
係
は
「
険
悪
な
も
の
」
と
な
っ
て
い
た
。
パ
ン
デ
ン
バ

ー
グ
が
沖
縄
基
地
再
建
予
算
を
議
会
に
要
求
す
る
の
を
嫌
が
っ
た
背
景
に

は
、
こ
う
し
た
国
防
予
算
の
削
減
と
い
う
軍
部
を
取
り
巻
く
厳
し
い
予
算
環
境
と
、

(
臼
)

充
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
空
軍
独
自
の
事
情
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
限
ら
れ
た
空
軍
予
算
を
他
の
地
域
に
優
先
的
に

か
く
し
て
三
二

O
O万
ド
ル
か
ら
四
五

O
O
万
ド
ル
の
基
地
再
建
予
算
を
米
議
会
に
要
求
す
る
の
を
嫌
が
っ
た
パ
ン
デ
ン
バ

ー
グ
は
、

そ
の
再
建
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
、
沖
縄
に
駐
留
す
る
全
て
の
戦
術
部
隊
、
す
な
わ
ち
第
五
一
戦
闘
機
航
空
団
、
第
四
戦
闘
機
飛
行
隊
、

第
三
一
戦
略
偵
察
飛
行
隊
、
そ
し
て
救
難
飛
行
隊
を
直
ち
に
ア
メ
リ
カ
本
国
に
移
転
さ
せ
、
沖
縄
の
空
軍
基
地
再
建
計
画
を
縮
小
し
て
い

く
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
パ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
沖
縄
に
は
航
空
警
戒
管
制
団
、
航
空
保
安
管
制
飛
行
隊
、

ア
ス
フ
ァ
ル

ト
・
プ
ラ
ン
ト
部
隊
、
岩
石
破
砕
部
隊
、

そ
し
て
航
空
工
兵
部
隊
の
み
を
残
し
、

そ
の
残
っ
た
部
隊
の
諸
施
設
を
よ
り
少
な
い
コ
ス

ト
で

再
建
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
当
時
沖
縄
に
は
約
六
三

O
O人
の
空
軍
軍
人
が
常
駐
し
て
い
た
が
、

そ
の
う
ち
の
戦
術
部

隊
員
約
二
八

O
O人
を
ア
メ
リ
カ
本
国
に
戻
し
、
残
り
の
約
三
五

O
O人
の
支
援
部
隊
の
み
を
残
留
さ
せ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
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し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
戦
術
部
隊
の
駐
留
し
て
い
た
那
覇
空
軍
基
地
の
再
建
を
取
り
止
め
て
、
嘉
手
納
空
軍
基
地
の
み
を
「
機
動
ま
た
は
中

間
準
備
地
域

(
B
8
2
2吋
O
吋

ω
S但
ロ

mmw吋

g)」
と
し
て
残
留
部
隊
に
使
用
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

沖
縄
か
ら
撤
退
す
る
全
戦
術
部
隊
の
移
転
先
と
し
て
空
軍
省
は
、
当
初
は
日
本
か
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
移
転
を
検
討
し
て
い
た
。
し
か
し

パ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
に
よ
れ
ば
、
空
軍
省
内
部
で
検
討
し
た
結
果
、

い
ず
れ
の
案
も
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、

そ
れ
を
放
棄
し

て
い
る
。
ま
ず
日
本
へ
の
移
転
に
関
し
て
は
、
沖
縄
か
ら
日
本
に
配
置
さ
れ
る
部
隊
の
住
宅
建
設
費
が
約
一

0
0
0万
ド
ル
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
、
そ
の
部
隊
の
住
宅
建
設
の
た
め
に
新
た
に
土
地
を
獲
得
す
る
こ
と
を
極
東
軍
司
令
官
が
認
め
て
い
な
い
こ
と
、
よ
っ
て
た
だ

で
さ
え
不
十
分
な
日
本
に
お
け
る
米
軍
の
家
族
住
宅
状
況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
、
以
上
の
三
つ
を
理
由
に
挙
げ
て
、
日
本

へ
の
移
転
案
を
放
棄
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
移
転
に
関
し
は
、
ク
ラ
l
ク
空
軍
基
地
の
復
旧
と
拡
張
の
た
め
に
現
在

一
六

O
O万
ド
ル
の
費
用
が
見
積
も
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
な
か
で
沖
縄
か
ら
部
隊
が
配
置
さ
れ
る
と
さ
ら
に
一
五

O
O万
ド
ル
の
費

用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
同
国
の
不
安
定
な
政
治
状
況
と
こ
の
地
域
に
戦
術
部
隊
を
さ
ら
に
展
開
す
る

こ
と
の
戦
略
的
な
必
要
性
の
欠
如
を
理
由
に
挙
げ
て
、
同
国
へ
の
移
転
を
取
り
止
め
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
両
案
を
放
棄
し
た
空
軍

ア
メ
リ
カ
本
国
に
部
隊
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
出
し
た
の
で
あ
る
。

省
は
、

そ
の
代
替
案
と
し
て
、

基
地
再
建
コ
ス
ト
を
こ
の
よ
う
に
低
く
抑
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
空
軍
省
が
沖
縄
の
戦
術
部
隊
を
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
本
国
に

撤
退
さ
せ
る
と
い
う
提
案
を
し
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
彼
ら
空
軍
省
か
ら
み
れ
ば
、
沖
縄
基
地
に
戦
術
部
隊
を
常
駐
さ
せ
る
絶
対
的
な

必
要
性
な
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
パ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
「
本
国
移
転
案
」
を
提
案
し
た
際
、
「
も
し
戦
略
的
な
状
況

か
ら
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
(
沖
縄
か
ら
撤
退
し
た
)
部
隊
を
日
本
、
グ
ア
ム
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
本
国
か
ら
一
時

的
に
沖
縄
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
括
弧
は
筆
者
)
、
と
説
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
空
軍
省
は
、
平
時
に
お
い
て
は

「機
動
ま
た

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(平
良
)

一
一
五
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は
中
間
準
備
地
域
」
と
し
て
沖
縄
墓
地
を
使
用
し
、
有
事
の
際
に
は
戦
術
部
隊
を
一
時
駐
留
さ
せ
る
い
わ
ば
「
有
事
駐
留
基
地
」
と
し
て
、

沖
縄
を
使
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
空
軍
省
の
「
本
国
移
転
案
」
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
み
ず
か
ら
も
沖
縄
に
部
隊
を
駐
留
さ
せ
て
い
た
陸

軍
省
で
あ
っ
た
。
沖
縄
の
陸
軍
基
地
再
建
費
用
と
し
て
約
四

0
0
0万
ド
ル
の
予
算
を
米
議
会
に
要
求
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
同
省
は
、

同
年
九
月
三
目
、
こ
の
空
軍
省
の
提
案
を
直
ち
に
東
京
の
マ
ッ
カ

l
サ
i
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
彼
の
コ
メ
ン
ト
を

求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
空
軍
省
の
こ
の
提
案
が
極
東
軍
の
任
務
遂
行
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
②
空

軍
戦
術
部
隊
の
移
転
に
合
わ
せ
て
沖
縄
の
陸
軍
部
隊
も
削
減
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
な
の
か
、
③
陸
軍
省
が
現
在
推
し
進
め
て
い
る

基
地
再
建
計
画
へ
の
影
響
は
ど
う
な
の
か
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
極
東
軍
事
戦
略
が
沖
縄
の
空
軍
力
お
よ
び
空
軍
基
地
を

そ
の
基
盤
の
一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
ま
た
沖
縄
の
陸
軍
部
隊
の
主
要
任
務
の
一
つ
が
こ
の
空
軍
基
地
の
あ
る
沖
縄
を
防
衛

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
陸
軍
省
が
こ
う
し
た
質
問
を
極
東
軍
司
令
官
の
マ
ッ
カ
!
サ
l
に
行
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味

当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

(
町
)

陸
軍
省
の
質
問
に
対
し
て
マ
ッ
カ
!
サ
l
は
、
九
月
六
日
、
直
ち
に
み
ず
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
同
省
に
伝
え
て
い
る
。
ま
ず
第
一
の
質

聞
に
対
し
て
マ
ッ
カ

l
サ
l
は
、
「
極
東
空
軍
の
戦
闘
能
力
が
す
で
に
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
も
削
減
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
や
、

そ
の
削
減
に

よ
っ
て
「
全
般
的
な
非
常
時
に
日
本
と
沖
縄
を
確
保
す
る
能
力
」
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
う
え
で
、
沖
縄
の
戦
術
部

隊
が
撤
退
す
れ
ば
さ
ら
に
極
東
空
軍
の
戦
闘
機
数
は
二

O
パ
ー
セ

ン
ト
も
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
「
沖
縄
は
空
と
海
か
ら
の
奇
襲
攻

撃
に
対
し
て
無
防
備
に
な
っ
て
し
ま
う
」
、
と
力
説
す
る
。

ま
た
第
二
の
質
問
に
対
し
て
マ
ッ
カ

l
サ
l
は
、
「
極
東
軍
の
航
空
輸
送
能
力
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
」
た
め
、
他
の
極
東
地
域
か
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ら
「
迅
速
に
沖
縄
に
援
軍
を
送
る
能
力
が
著
し
く
欠
け
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

「沖
縄
に
は
非
常
事
態
が
起
こ
る
前
か
ら

十
分
な
陸
軍
と
空
軍
の
戦
闘
部
隊
を
配
置
」
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
な
け
れ
ば

「開
戦
時
に
お
け
る
沖
縄
の
戦
略
的
な
基
地

と
し
て
の
価
値
は
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
に
な
る
」
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
第
三
の
質
問
に
関
し
て
マ
ッ
カ

l
サ
l
は
、
た
と
え
沖
縄

の
空
軍
部
隊
が
本
国
に
移
転
さ
れ
よ
う
と
も
、
沖
縄
に
お
け
る
陸
軍
施
設
の
差
し
迫
っ
た
再
建
の
必
要
性
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
よ
っ
て

四

O
O
O万
ド
ル
の
予
算
要
求
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
、
と
説
明
す
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
を
行

っ
た
あ
と
マ
ッ
カ
1
サ
l
は
、
さ
ら
に
極
東
地
域
に
お
け
る
戦
略
環
境
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
、

そ
の
な
か

で
沖
縄
の
問
題
も
位
置
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
中
国
共
産
軍
の
力
が
中
国
北
部
と
中
央
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
よ

っ
て

北
海
道
か
ら
沖
縄
を
含
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
イ
ン
を
空
と
海
か
ら
包
囲
す
る
潜
在
力
を
ソ
連
に
提
供
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
う
え
で
、

そ

の
共
産
軍
が
い
ま
や
こ
う
し
た
能
力
を
実
感
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
沿
岸
部
全
体
の
支
配
を
事
実
上
達
成
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
の
支
配
が
す
ぐ
に
で
も
台
湾
と
彰
湖
諸
島
に
ま
で
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
。
そ
し
て
マ
ッ
カ
!
サ
!
は
、
東
洋

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
・
政
治
的
威
信
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
北
海
道
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
至
る
ま
で
の
戦
略
的
に
重
要
な
沖

合
ラ
イ
ン
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
に
は
「
西
太
平
洋
に
お
け
る
陸
海
空
す
べ
て
の
米
軍
資
源
を
削
減
す
る
の
で
は
な
く

拡
大
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
極
東
地
域
の
戦
略
環
境
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
マ
ッ
カ

l
サ
l
は
、
「
沖
縄
に
お
け
る
現
在
の
地
位
を
放
棄
す
る
こ
と
は

極
東
で
維
持
し
て
い
る
米
軍
の
軍
事
能
力
の
要
石
を
取
り
去
る
こ
と
に
な
る
」
と
説
明
し
、
沖
縄
で
必
要
と
す
る
建
設
資
金
を
空
軍
が
獲

得
で
き
る
よ
う
陸
軍
と
空
軍
が
協
力
し
て
予
算
獲
得
に
取
り
組
む
べ
き
だ
、
と
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
マ
ッ
カ
!
サ
!
の
見
解
を
受

け
た
ジ
ョ
ン

・
L
・
コ
リ
ン
ズ

(
]
O
Y
口問、.の
oロロ
ω)

陸
軍
参
謀
総
長
は
、
九
月
一
四
目
、
統
合
参
謀
本
部
に
対
し
、
空
軍
省
の

「本
国

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

一
一
七
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移
転
案
」
に
反
対
で
あ
る
旨
を
伝
え
た
う
え
で
、
陸
軍
と
空
軍
が
連
携
し
て
沖
縄
の
基
地
再
建
予
算
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
す
る

の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
空
軍
省
か
ら
直
接

「本
国
移
転
案
」
の
提
案
を
受
け
た
同
本
部
は
、
こ
の
検
討
を
下
部
機
関
で
あ
る
統
合
戦
略
計
画
委
員
会

(』

o
E
H
g
s
z
m片
沼
ωロ
ω
の
0
5
5
5
0
0
一』∞宍
V
)

に
命
じ
る
が
、
こ
れ
を
受
け
た
同
委
員
会
も
、
九
月
九
日
、
陸
軍
省
と
同
じ
く
こ

の
案
に
反
対
し
、
陸
軍
と
空
軍
が
連
携
し
て
沖
縄
基
地
再
建
予
算
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
た
統
合
参

謀
本
部
は
、
九
月
二
二
日
、
空
軍
省
の
「
本
国
移
転
案
」
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
た
う
え
で
、
陸
軍
と
空
軍
が
要
求
す
る
沖
縄
基
地
再

建
予
算
を
国
防
長
官
に
要
求
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
の
で
あ
っ
た
。
統
合
参
謀
本
部
と
統
合
戦
略
計
画
委
員
会
が
そ
の
内
部
で
如
何
な
る

検
討
を
行
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
岡
本
部
が
戦
後

一
貫
し
て
沖
縄
の
空
軍
基
地
と
空
軍
力
を
戦
略
的
に
重
視
し
て
き
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
彼
ら
が
こ
の
「
本
国
移
転
案
」
を
事
実
上
却
下
し
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
ん
初
o

陸
軍
戦
闘
部
隊
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
案

こ
の
よ
う
に
空
軍
省
の
提
起
し
た
「
本
国
移
転
案
」
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
統
合
参
謀
本
部
に
よ
っ
て
事
実
上
却
下
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
沖
縄
基
地
の
再
建
問
題
が
全
て
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
却
下
さ
れ
た
と
は
い
え
、
こ
の
空
軍
省

に
よ
る
問
題
提
起
は
、
み
ず
か
ら
も
沖
縄
に
基
地
を
持
つ
陸
軍
省
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

空
軍
省
か
ら
こ
う
し
た
提
案
が
な
さ
れ
た
い
ま
、
果
た
し
て
沖
縄
の
陸
軍
基
地
を
本
格
開
発
す
る
た
め
の
予
算
を
十
分
に
確
保
で
き
る
の

か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の

「本
国
移
転
案
」
が
却
下
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
三
週
間
後
の
一

O
月
一
六
日
、
陸
軍
参
謀
次
長
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

M
・
グ
ル
エ

Hosei University Repository



ン
サ
l

(〉

5・
aζ.
。円Cmw
ロ
5
2
)
は
、
計
画
作
戦
部

(
Gー

3
)
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

L
・
ボ
ル
ト

(の

E
ユg
F・
回

o-Z)
部
長
に
対

し
、
「
我
々
は
予
算
局
を
前
に
し
て
完
全
に
し
っ
か
り
と
し
た
立
場
に
あ
る
と
い
え
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
沖
縄

の
陸
軍
基
地
再
建
予
算
を
今
後
連
邦
予
算
局
に
要
求
し
て
い
く
際
、
そ
の
要
求
の
正
当
性
を
し
っ
か
り
と
同
局
に
説
明
で
き
る
の
か
、
と

い
う
こ
の
グ
ル
エ
ン
サ
!
の
質
問
に
対
し
て
ボ
ル
ト
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
「
こ
れ
ま
で
に
承
認
さ
れ
た
N
S
C
と
J
C
S
の

諸
決
定
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
っ
か
り
と
し
た
立
場
に
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
沖
縄
の
将
来
と
継
続
的
な
重
要
性
」
に
関
し
て

最
近
軍
上
層
部
か
ら
疑
問
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
沖
縄
に
お
け
る

「恒
久
基
地
建
設
の
た
め
の
如
何
な
る
提
案
も
そ
の
土
台
が

掘
り
崩
さ
れ
て
い
る
」
。
こ
の
軍
上
層
部
に
お
け
る
「
疑
問
」
に
つ
い
て
ボ
ル
ト
は
、
「
経
済
的
な
理
由
」
か
ら
空
軍
省
が
「
本
国
移
転

こ案
と」
をを
挙提
げ起
てし
い，__f;こ
る3こ
。と

と

そ
の
提
案
を
統
合
参
謀
本
部
が
「
確
固
た
る
」
決
断
の
も
と
に
却
下
せ
ず
、
同
案
へ
の
言
及
を
「
避
け
た
」

ま
た
グ
ル
エ
ン
サ
l
の
次
の
よ
う
な
質
問
、
す
な
わ
ち
「
我
々
が
沖
縄
に
留
ま
る
こ
と
は
明
確
な
こ
と
な
の
か
」
と
い
う
よ
り
根
源
的

な
質
問
に
対
し
て
ボ
ル
ト
は
、
上
記
軍
上
層
部
の
疑
問
に
触
れ
な
が
ら
、
「
長
期
的
な
基
盤
」
に
基
づ
く
駐
留
は
「
明
確
で
は
な
い
」
、
と

答
え
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
計
画
作
戦
部
の
ボ
ル
ト
は
、
沖
縄
に
お
け
る
恒
久
基
地
開
発
の
土
台
が
掘
り
崩
さ
れ
て
い
る
と
み
た

ば
か
り
か
、

そ
も
そ
も
沖
縄
に
米
軍
が
長
期
駐
留
で
き
る
か
ど
う
か
も
確
実
で
は
な
い
、
と
返
答
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
沖
縄
の
基
地
開
発
に
関
す
る
グ
ル
エ
ン
サ
!
と
ボ
ル
ト
の
心
配
は
、
何
も
彼
ら
二
人
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
陸
軍
参

謀
総
長
の
コ
リ
ン
ズ
に
も
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
基
地
開
発
予
算
の
獲
得
の
困
難
さ
を
十
分
に
自
覚
し
て
い
た
コ
リ
ン
ズ
は
、

グ
ル
エ
ン
サ
1
が
上
記
質
問
を
ボ
ル
ト
に
投
げ
か
け
た

一
O
日
ほ
ど
前
、
す
な
わ
ち
一

O
月
五
日
、
基
地
再
建
予
算
を
低
く
抑
え
る
た
め

の
措
置
と
し
て
、
次
の
案
を
検
討
す
る
よ
う
ボ
ル
ト
率
い
る
計
画
作
戦
部
に
命
じ
て
い
る
。
コ
リ
ン
ズ
が
検
討
を
求
め
た
代
案
と
は
、
沖

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

二
九
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法
学
志
林

第
一

O
六
巻

信
用
二
口
守

一二

O

縄
に
陸
軍
戦
闘
部
隊
を
常
駐
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
同
部
隊
を
す
べ
て
日
本
本
土
も
し
く
は
ハ
ワ
イ
に
配
置
し
、
こ
れ
ら
部
隊
を
沖
縄
と
日

(市
)

本
本
土
、
あ
る
い
は
沖
縄
と
ハ
ワ
イ
聞
を
=
ヲ
月
か
ら
六
ヵ
月
間
隔
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
、
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
コ
リ

ン
ズ
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
沖
縄
に
常
駐
す
る
部
隊
と
そ
の
家
族
を
減
ら
し
、
沖
縄
で
の
基
地
開
発
計
画
を
縮
小
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
た

わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
空
軍
戦
術
部
隊
を
ア
メ
リ
カ
本
国
に
撤
退
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
地
開
発
計
画
を
縮
小
し
て
い
こ
う
と
し
た

空
軍
省
の
上
記
提
案
と
、
考
え
方
と
し
て
は
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

コ
リ
ン
ズ
か
ら
同
案
の
検
討
を
指
示
さ
れ
た
計
画
作
戦
部
は
、
極
東
軍
司
令
部
や
太
平
洋
軍
司
令
部
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
約
一

ヵ
月
に
わ
た
っ
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
①
与
え
ら
れ
た
任
務
は
歩
兵
一
個
大

隊
強
で
は
遂
行
で
き
な
い
が
、
歩
兵
一
個
連
隊
強
で
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
②
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
案
」
を
採
用
し
た
場
合
で
も
沖
縄
に

は
常
駐
の
役
務
支
援
部
隊
が
残
り
、

そ
の
数
は
沖
縄
に
お
け
る
陸
軍
兵
力
の
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
こ
と
、

③
「
ロ

1
テ
l
シ

ョ
ン
案
」
を
採
用
す
れ
ば
基
地
建
設
費
用
を
二

0
0
0万
ド
ル
か
ら
二
九

O
O万
ド
ル
削
減
で
き
る
が
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
戦
闘
部
隊

の
輸
送
コ
ス
ト
や
日
本
ま
た
は
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
新
規
の
住
宅
建
設
コ
ス
ト
等
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
節
約
さ
れ
る
コ
ス
ト
は
お
よ

そ
五
年
か
ら
八
年
の
聞
に
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
④
平
和
条
約
締
結
後
の
日
本
に
お
い
て
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
部
隊
と
そ
の
基
地
を
維

持
で
き
る
か
ど
う
か
不
確
実
で
あ
る
こ
と
、
⑤
部
隊
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
る
た
め
に
は
毎
年
そ
の
実
施
の
た
め
に
資
金
と
輸
送
船

が
要
求
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
将
来
に
わ
た
っ
て
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
不
確
実
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
⑥
部
隊
の
全
体
的
な
有
効
性
と
そ
の

士
気
に
有
害
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
、
以
上
の
六
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
結
論
に
基
づ
き
計
画
作
戦
部
は
、

「
ロ
l
テ
l
シ
ョ

(
叫
)

ン
案
」
の
検
討
中
止
を
コ
リ
ン
ズ
に
進
言
し
、
こ
れ
を
コ
リ
ン
ズ
は
一
一
月
四
日
、
受
け
入
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

陸
軍
省
が
こ
の
「
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
案
」
放
棄
を
沖
縄
訪
問
中
の
基
地
建
設
調
査
団
に
伝
え
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
二
週
間
後
の
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一
一
月
二

O
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
案
」
放
棄
を
伝
え
た
電
報
の
な
か
で
同
省
は
、

一
万
一
六

O
O人
の
常
駐
兵

力
(
の
ち
に
一
万
三

0
0
0人
に
修
正
)
を
基
盤
に
し
て
沖
縄
に
お
け
る
基
地
開
発
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
計
画
に
は
家
族
住
宅
建
設
も

含
め
る
よ
う
同
調
査
団
に
要
求
す
る
。
陸
軍
省
が
電
報
を
送
っ
た
こ
の
基
地
建
設
調
査
団
と
は
、

そ
の
お
よ
そ
一
ヵ
月
前
か
ら
日
本
本
土

と
沖
縄
現
地
で
沖
縄
の
墓
地
開
発
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た
、

ノ
l
ル
ド
基
地
建
設
調
査
団
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

陸
軍
省
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

J
・
ノ
ー
ル
ド

(の

g
a
o
』・
Z
0
5
)

准
将
を
団
長
と
す
る
こ
の
陸
軍
と
空
軍
か
ら
な
る
合
同
の
基
地
建
設
調

査
団
は
、
占
領
地
域
担
当
の
陸
軍
次
官
卜
レ
!
シ

l
・
S
・
ボ
l
ヒ
!
ズ

(
吋
円

mwの
M
1
ω

・
〈
0
0円
Fmwoω)

の
要
請
に
基
づ
い
て
、

ワ
シ
ン
ト

ン
か
ら
同
地
に
派
遣
さ
れ
た
調
査
団
で
あ
る
。
前
出
「
グ
ロ
リ
ア
台
風
」
の
爪
跡
残
る
九
月
四
日
に
沖
縄
を
視
察
し
た
ボ
l
ヒ
1
ズ
は
、

そ
れ
か
ら
約
一
ヵ
月
後
の
一

O
月
五
日
、
東
京
の
マ
ッ
カ

l
サ

l
に
対
し
て
電
報
を
送
り
、
陸
軍
と
空
軍
が
こ
れ
ま
で
に
合
同
で
推
し
進

め
て
き
た
基
地
開
発
計
画
を
批
判
し
た
う
え
で
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
陸
軍
と
空
軍
か
ら
八
名
の
エ
ン
ジ
ニ

(
河
)

マ
ッ
カ

i
サ

l
に
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
ボ
!
ヒ
!
ズ
が
こ
れ
ま
で
の
基
地
建
設
計
画
を
批
判
し
た
の
は
、

ア
を
日
本
に
派
遣
し
た
い
旨
、

同
計
画
が
「
日
本
と
沖
縄
に
お
け
る
資
材
と
労
働
力
」
を
最
大
限
に
利
用
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
防
予
算

の
削
減
と
い
う
厳
し
い
予
算
環
境
の
な
か
、
如
何
に
し
て
陸
軍
予
算
を
切
り
詰
め
て
い
く
か
を
考
え
て
い
た
ボ
l
じ

l
ズ
は
、
日
本
本
土

と
沖
縄
の
経
済
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
地
開
発
に
か
か
る
費
用
を
で
き
る
限
り
低
く
抑
え
て
い
こ
う
と
考
え

た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
彼
は
、
本
来
な
ら
ば
占
領
地
域
に
お
け
る
飢
餓
や
疫
病
、
社
会
不
安
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
ガ
リ
オ
ア
援
助

(の

0
5
5
5
8
r
w
E
窓
口
広

5
0の
の
ロ
立
包
〉

5
2
一
の
〉
包
O
〉
)
を
、
軍
民
共
同
で
利
用
で
き
る
道
路
や
電
気
水
道
施
設
の
建
設
、

そ
し
て
那
覇
港
の
改
善
や
軍
政
府
の
関
連
建
物
お
よ
び
米
軍
家
族
住
宅
の
建
設
に
も
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
出
し
、

そ
れ
を

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)
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法
学
志
林

第
一

O
六
巻

第
二
号

一一一一
一

マ
ッ
カ

l
サ
l
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
ボ
l
ヒ
l
ズ
の
提
案
に
基
づ
き
沖
縄
と
日
本
本
土
に
派
遣
さ
れ
た
ノ
l
ル
ド
基
地
建
設
調
査
団

が
、
彼
の
上
記
意
向
を
反
映
さ
せ
た
基
地
建
設
報
告
書
を
マ
ッ
カ
l
サ
!
に
提
出
し
た
の
は
、
同
年
一
一
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

方
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
ボ
l
ヒ
l
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
軍
担
当
者
が
基
地
開
発
予
算
の
獲
得
に
向
け
て
積
極
的
に
米
議
会
に
対
し
て
働
き

一
九
五

O
会
計
年
度
予
算
と
し
て
陸
空
合
わ
せ
て
五
八

O
O万
ド
ル
の
基
地
開
発
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く

か
け
を
行
い
、

し
て
こ
の
基
地
開
発
予
算
の
裏
付
け
を
得
た
陸
軍
と
空
軍
は
、
ノ
l
ル
ド
調
査
団
の
作
成
し
た
報
告
書
を
基
に
し
て
、
翌
一
九
五

O
年
春

か
ら
沖
縄
に
お
い
て
本
格
的
な
基
地
開
発
を
開
始
す
る
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
本
章
で
は
沖
縄
米
軍
基
地
の
形
成
過
程
を
詳
し
く
み
て
き
た
が
、
こ
の
航
空
基
地
を
中
核
と
す
る
米
軍
基
地
は
、
戦
時
中
日
本

軍
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
航
空
基
地
群
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
米
ソ
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
の
下
、
同
基
地
は
戦
後

早
々
か
ら
対
ソ
戦
基
地
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
の
実
態
は
、
台
風
に
よ

っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
る
よ
う
な
、
極
め
て
脆

弱
な
「
半
恒
久
基
地
」
で
あ
っ
た
。
し
か
も
軍
部
と
国
務
省
と
の
対
立
に
よ
っ
て
同
基
地
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
保
持
さ
れ
る
か
ど
う
か

も
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
沖
縄
の
米
軍
基
地
が
国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
い
て
本
格
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、

九
四
九
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
決
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
上
の
理
由
か
ら
空
軍
省
と
陸
軍
省
は
、
沖
縄
基
地
の
本
格
開
発
に
つ
い
て
疑
問
を
提
起
す

る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
前
者
の
提
起
し
た
「
本
国
移
転
案
」
は
、
そ
れ
が
沖
縄
の
空
軍
力
と
空
軍
基
地
を
重
視
す
る
軍
部
の
極
東
軍

事
戦
略
そ
の
も
の
の
基
盤
を
揺
り
動
か
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
だ
け
に
、
統
合
参
謀
本
部
と
陸
軍
省
か
ら
強
い
反
対
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
空
軍
省
の
提
案
が
事
実
上
却
下
さ
れ
た
あ
と
、
ま
た
陸
軍
省
の

「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
案
」
も
立
ち
消
え
に
な
っ
た
あ
と
、
よ

う
や
く
沖
縄
で
は
本
格
的
な
「
恒
久
基
地
」
開
発
が
推
進
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
次
章
で
は
、
こ
の
米
軍
基
地
が
沖
縄
に
構
築
さ
れ
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た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
問
題
が
戦
後
初
期
の
沖
縄
社
会
で
生
み
出
さ
れ
た
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(
l
)

宮
里
政
玄
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
決
定
過
程
』
(
=
二
書
房
、
一
九
八
一
年
、
以
下
、
宮
里
、
前
掲
書
②
と
記
す
)
、
第
二
部
第
三
章
、
我
部
政
明
『
日

米
関
係
の
な
か
の
沖
縄
』
(
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年
、
以
下
、
我
部
、
前
掲
書
③
と
記
す
)
、
第
一
章
、
我
部
、
前
掲
書
②
、
第
一
部
第
一
章
、
エ
ル
ド
リ
ッ

ヂ
、
前
掲
書
、
第
二
章
。

(
2
)

同
実
施
過
程
を
扱
っ
た
数
少
な
い
研
究
に
、
前
掲
『
沖
縄
県
史
資
料
編
一
四
琉
球
列
島
の
軍
政
一
九
四
五
ー
一
九
五

O
現
代
二
(
和
訳
編
)
』
が
あ
る
。

(
3
)

日
本
陸
軍
は
同
じ
時
期
に
西
表
島
に
も
要
塞
(
船
浮
要
塞
)
を
構
築
し
て
い
る
。

(
4
)

な
お
、
石
垣
島
と
南
大
東
島
に
海
軍
の
簡
易
飛
行
場
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

(
5
)

徴
兵
事
務
を
取
り
扱
う
機
関
と
し
て
那
覇
に
陸
軍
の
沖
縄
聯
隊
区
司
令
部
が
置
か
れ
て
い
た
。

(
6
)

正
確
に
は
、
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
九
六
年
ま
で
の
二

0
年
間
、
沖
縄
に
は
陸
軍
沖
縄
分
遣
隊
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。
同
分
遣
隊
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

原
剛
「
明
治
初
期
の
沖
縄
の
兵
備
|
|
琉
球
処
分
に
伴
う
陸
軍
分
遣
隊
の
派
遣

l
l」
政
治
経
済
史
学
会
編
『
政
治
経
済
史
学
』
=
二
七
(
一
九
九
二
年
)
。

(
7
)

陸
戦
史
研
究
普
及
会
編
『
陸
戦
史
集
九
沖
縄
作
戦
(
第
二
次
世
界
大
戦
)
』
(
原
書
房
、
一
九
六
八
年
)
、
二
ペ

ー
ジ。

(
8
)

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
陸
軍
航
空
作
戦
沖
縄
・
台
湾
・
硫
黄
島
方
面
』
(
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
)
、
二
四
ペ
ー
ジ
、
大
城
将
保
「
第
三
二

軍
の
沖
縄
配
備
と
全
島
要
塞
化
」
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
室
編
『
沖
縄
戦
研
究
E
』
(
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
九
年
)
、
九
七
ペ

ー
ジ
。

(
9
)

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
沖
縄
方
面
陸
軍
作
戦
』
(
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
)
、
二
六

i
三
一
一
ペ

ー
ジ。

(
叩
)
大
田
嘉
弘
『
沖
縄
作
戦
の
統
帥
』
(
相
模
書
房
、

一
九
七
九
年
)
、
五
七
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
正
式
に
は
読
谷
飛
行
場
は
陸
軍
沖
縄
北
飛
行
場
、
嘉
手
納
飛
行
場
は
陸
軍
沖
縄
中
飛
行
場
、
仲
西
飛
行
場
は
陸
軍
沖
縄
南
飛
行
場
、
西
原
飛
行
場
は
陸
軍

沖
縄
東
飛
行
場
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
他
に
も
第
三
二
軍
は
陸
軍
首
里
秘
密
飛
行
場
も
建
設
し
て
い
る
。

(ロ
)
第
三
二
軍
と
海
軍
の
飛
行
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
大
城
、
前
掲
論
文
。

(
日
)
林
博
史
『
沖
縄
戦
と
民
衆
』
(
大
月
書
庖
、
二

O
O
一
年
)
、
三
四
ペ

ー
ジ。

(
凶
)
大
城
、
前
掲
論
文
、
一

0
0ペ
ー
ジ
。

(
日
)
林
、
前
掲
書
、
二
九

i
三
四
ペ
ー
ジ
。
も
っ
と
も
、
住
民
は
基
地
建
設
の
た
め
に
徴
用
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
陣
地
構
築
に
も
徴
用
さ
れ
、

し
か
も
食
料

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)
(
平
良
)

一一一一一一
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法
学
志
林

第
一

O
六
巻

第
二
号

一
二
四

や
資
材
な
ど
も
供
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

(
日
)

寸
〉
回
ε
〉
.JMM江
口
己
目
)
色
同
ug--ロ〈何回
ω円O口
同
印
刷
出
口
2
0
冨
E

Sミ
「
ωロ門戸

ω同区の
FO(HCω
の
〉
河
¥
ω
Z門HM『

O町

Fhw口
弘
司
H，o
E
O
B
ω
E
O
Eロ
ω当
hy--cog・

σ
2
Y
H
C切
切
・
沖
縄
県
公
文
書
館
[
資
料
コ
l
ド

o
c
o
c
o
c
c
∞
ω∞
]
(
以
下
、
資
料
コ
1

ド
の
み
記
す
)
。
こ
の

一
四
O
八
エ

ー
カ
ー
の
内
訳
は
、
伊
江
島
飛
行
場

が
二
四
四
エ
ー
カ
ー
、
読
谷
飛
行
場
が
五
三
五
エ
ー
カ
ー
、
嘉
手
納
飛
行
場
が

一
一
九
エ

ー
カ
ー、

マ
チ
ナ
ト
(
仲
西
)
飛
行
場
が
一
五

O
エ
ー
カ
ー
、

与
那

原
(
西
原
)
飛
行
場
が

二
ニ
八
エ

ー
カ
ー
、
那
覇
飛
行
場
(
海
軍
小
禄
飛
行
場
)
が
二
O
O
エ
ー
カ
ー
、
そ
し
て
中
城
要
塞
用
地
が
二
二
エ
ー
カ
ー
で
あ

っ
た
。

な
お
、
戦
後
米
軍
が
取
得
し
た
軍
用
地
の
面
積
は
、

一
九
四
七
年
時
点
に
お
い
て
そ
の
約
三
O
倍
の
、
四
万
三

0
0
0
エ
ー
カ
ー
余
り
で
あ

っ
た
。
こ
の
米
軍

の
土
地
取
得
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
詳
述
す
る
。

(
げ
)
沖
縄
県
総
務
部
総
務
課
『
旧
日
本
軍
接
収
用
地
調
査
報
告
書
』
(
一
九
七
八
年
)
、
二
ペ

ー
ジ
。

(
日
)
大
蔵
省
衆
議
院
予
算
委
員
会
提
出
資
料
「
沖
縄
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
つ
い
て
」
(
一
九
七
八
年
四
月
一
七
日
)
財
団
法
人
南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ

ン
タ
l
『
旧
軍
飛
行
場
用
地
問
題
調
査
・
検
討
報
告
書
』
(二

O
O三
年
度
沖
縄
県
受
託
事
業
、
二

O
O四
年
三
月
)
、
一
四
九

i
一
五
六
ペ

ー
ジ
。

(
印
)
前
掲
『
陸
戦
史
集
九
沖
縄
作
戦
(
第
二
次
世
界
大
戦
)
』、
三

0
ペ
ー
ジ。

(
初
)
司
令
官
は
渡
遺
正
夫
中
将
か
ら
牛
島
満
中
将
に
、
参
謀
長
は
北
川
潔
水
少
将
か
ら
長
勇
少
将
に
変
更
。

(
幻
)
大
城
、
前
掲
論
文
、
九
五
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
前
掲

『陸
戦
史
集
九
沖
縄
作
戦
(
第
二
次
世
界
大
戦
)
』
、
四

一
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
米
軍
の
上
陸
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
北
部
地
域
の
防
衛
に
は
、

独
立
混
成
第
四
四
旅
団
が
そ
の
任
務
に
就
い
て
い
た
。

(
お
)
向
上
、
九
三
ペ

ー
ジ
。

(
M
)

玄
旦
O円
。
『
冨
ω・
ω
-
z
-。
yo-ω
噂可
-
-
c
ω
ζ
ρ
出
。
ロ
ミ
戸

ω宮内凶
dF
可・

0
E
3
n
N
g
h
N
~
S。
芯
ミ

s
s
hw
huhHmuqt・
国
百
円
。
ュ
g
-
一回日ロの
F
Cl
ω
ロ
Z
F位
。
口
出
g
門戸・

門戸戸
内弓
Z
E
d
-∞・

7
A
R
E
O
の
o
弓
ω・
】
∞
印
印
(
吋
ぬ
目
玉
三
包

σM1
寸
}
百
四
ω
20ミ

p
o
g--
∞
∞
∞
)
旬
一宮
-
El
H斗・

(お
)

istR・同省・

5
1コ・

(
お
)
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
室
編

『沖
縄
県
史
資
料
編

一
二
ア
イ
ス
パ

l
グ
作
戦
沖
縄
戦
五

(和
訳
編
)
』

二

O
O
一
年
)
、
四
六
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)

(
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、

国
g
門E
C
R
H
O
H
ω
m
N
N
ω
円品開門戸何日ロ
00円
。
。
ロ
2
2
0
t
oロ
回
ユ
宮
門
F
O
}巳
54qω
回
ωωo
の
O
B
E
S品
目
2
o
z
s
-
一河内
W
U
0
1・
7Am凶円。
F
N
Y
H
U品
伊
匂
・
斗
・
沖
縄

県
公
文
書
館

[
C
O
C
O
O
N
S∞
回
]
、
前
掲
『
沖
縄
県
史
資
料
編
一
二
ア
イ
ス
パ

1
グ
作
戦
沖
縄
戦
五
(
和
訳
編
)
』
、
五
八
二
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
国
oh邑
ρ
ロ
R
Z円ωmNNω
円
品
開
ロ
包
ロ
00吋
の
Oロ
ω同門戸内リ
t
oロ
ロ
ユ
伺
ω品
0・
O
Eロ
ω当
ω
回
ω認
の
O
B
B
ω
ロ
己
同
町
円
。
ユ
g
-
H
N
O匂
Oユ
幡
宮
ω円。
F
N
H・
】
宏
∞
"
司
同
)-
ulHω
・
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(
鈎
)

(
初
)

同守日円札
・・ロ・吋
・

米
第
一

O
軍
の
沖
縄
で
の
戦
闘
記
録
に
つ
い
て
は
、
同
OM可肘・〉同)同
)
-
O
B
m
w
P
E
B
g
玄
・
回
日

5
・
MN
Cωω
色
〉
・
c
c
m
o
z
n
g
ハご
0『
5
2
2
8
ω
-
o
E-

g
g
R
叫
ヨ
芯
ト

h
E匂
hNHHNぬ
(
巧
g
Eロ
向
け

o
p
ロ・の・一

C
E
g
a
ω
S
Z
ω
〉吋
H
H
H
F

の
め
三
角

O町
宮
E
Sミ
出
ZHoミ
"O江
何
百
色
。
門
出
t
o
p
-
U品斗・

3
官
官
芯
品
。

e・

t
o
p
-u∞
戸

)

(
剖
)

国

g
門E
S円円。円
ω
H
O
H
F
〉
コ
ミ
・

O
E
g
d弓
ω
の
ω日
富
山
間
口
・
8
Z
R♀

'
ω
C
E
S
-
-室
町
・
出
ωωω

ロ
ミ
巴
O古田
g
y
切

-H・
沖
縄
県
公
文
書
館
〔
C

OCOON-HN回
]

(
幻
)
』
の
∞
切
斗
C¥仏
0

・
0
2
0
σ
2
N
F
S品
?
の
の
ω
ω
g
(
H
Ml也
l
b
)
ω
2・u
・
沖
縄
県
公
文
書
館

[ccoccω
斗
ωCC〕

(
お
)
柴
山
太
「
冷
戦
初
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
と
日
本
」
川
田
稔
、
伊
藤
之
雄
『
二

O
世
紀
日
米
関
係
と
東
ア
ジ
ア
』

以
下
、
柴
山
、
前
掲
論
文
①
と
記
す
)
、
二
二
ニ

i
一
二
五
ペ
ー
ジ
。

(
斜
)
向
上
、
二
一
五

i
一
一
一
六
ペ
ー
ジ。

(
お
)
な
お
、
こ
の
対
ソ
戦
を
想
定
し
て
米
陸
軍
が
当
時
検
討
し
て
い
た
計
画
案
で
は
、
ま
ず
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
三
個
超
重
爆
撃
機
航
空
団
、
四
個
戦
闘
機

航
空
団
、
一
個
戦
術
爆
撃
機
航
空
団
、
そ
の
他
の
航
空
部
隊
、
そ
し
て
一
個
師
団
以
内
の
陸
上
兵
力
を
常
駐
さ
せ
、
戦
時
に
お
い
て
は
こ
れ
に
加
え
て
五
個
陸

上
師
団
と
一
八
個
航
空
回
か
ら
構
成
さ
れ
る
攻
撃
用
部
隊
を
展
開
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
ま
た
沖
縄
に
お
い
て
は
一
個
超
重
爆
撃
機
航
空
団
、
二
個
戦
闘

機
航
空
団
、

一
個
戦
術
爆
撃
機
航
空
団
、
そ
し
て

一
個
連
隊
の
地
上
軍
を
常
駐
さ
せ
、
戦
時
に
は
こ
れ
ら
の
兵
力
に
加
え
て
九
個
航
空
団
と
二
個
師
団
か
ら
な

る
攻
撃
部
隊
を
展
開
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
向
上
、
二一

七
ペ
ー
ジ。

(
お
)
柴
山
太
「
原
爆
か
日
本
再
軍
備
か
?
|
|
日
本
防
衛
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
軍
内
部
で
の
戦
略
論
争
一
九
四
六

i
四
九
年
」
伊
藤
之
雄
、
川
田
稔
編
『
環

太
平
洋
の
国
際
秩
序
の
模
索
と
日
本
|
|
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
五
五
年
体
制
成
立
|
|
』
(
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
以
下
、
柴
山
、
前
掲
論
文
②

と
記
す
)
、
四
五
j
四
六
ペ

ー
ジ。

(
幻
)
向
上
、
四
六
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
向
上
、
六
三

i
六
四
ペ

ー
ジ
。
な
お
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
参
謀
ら
は
対
ソ
戦
が
勃
発
し
た
際
に
は
旧
日
本
軍
を
動
員
(
再
軍
備
)
し
て
日
本
本
土
の
「
戦
略

的
に
重
要
な
港
湾
地
域
を
防
衛
」
さ
せ
る
こ
と
ま
で
考
え
て
い
た
(
向
上
、
四
七
ペ
ー
ジ
)
。

(
鈎
)
河
野
、
前
掲
書
、
一
二
ペ
ー
ジ
。

(ω)
伊
藤
裕
子
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
事
戦
略
的
重
要
性
の
変
化
と
一
九
四
七
年
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
成
立
過
程
」
『
国
際
政
治
』

以
下
、
伊
藤
、
前
掲
論
文
①
と
記
す
)
、
二
一
三
ペ
ー
ジ
。

(
風
媒
社
、
二

O
O二
年
、

一
七
号
(
一
九
九
八
年
、

戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
(
一
)

(
平
良
)

一
二
五
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法
学
志
林

第
一

O
六
巻

第
二
号

一一

工
ハ

(
引
)
向
上
、
二
一
七

1
二
一
八
ペ
ー
ジ
。

(
位
)
伊
藤
裕
子
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
事
政
策
と
日
本
要
因
一
九
四
五

i
一
九
五
ご
池
端
雪
浦
、
リ
デ
ィ
ア
・

N
・ユ

1
・
ホ
セ
編

『
近

現
代
日
本
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
係
史
』
(
岩
波
書
居
、
二

O
O四
年
、
以
下
、
伊
藤
、
前
掲
論
文
②
と
記
す
)
、
三
三
四
ペ
ー
ジ
。

(
必
)
同
上
、
二
一
九
ペ

ー
ジ
。
な
お
、
伊
藤
祐
子
に
よ
れ
ば
、
こ

の
即
時
使
用
の
た
め
の
一
六
基
地
の
な
か
で
「
純
粋
な
軍
事
基
地
」
と
い
え
る
も
の
は
、

「
ク
ラ
!
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
陸
軍
航
空
基
地
と
フ

オ
ー
ト
・
ス
卜
ッ
ツ
ェ
ン
パ

l
グ
陸
軍
陸
上
基
地
、
お
よ
び
、
ス
ピ
ッ
ク
湾
、
サ
ン
グ
レ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
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レ
イ
テ
H
サ
マ

l
ル
各
海
軍
基
地
」
の
五
基
地
の
み
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っ
た
。

(
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部
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い
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、
宮
里
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前
掲
書
②
、
河
野
、
前
掲
書
、

エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
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前
掲
書
、
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部
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前
掲
書
③
を
参
照
の

こ
と
。
な
お
、
国
連
の
信
託
統
治
制
度
と
は
、
国
連
の
信
託
を
受
け
た
国
家
(
施
政
国
)
が
国
連
の
監
督
下
で
特
定
地
域
の
統
治
を
行
う
制
度
の
こ
と
を
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い
、

同
制
度
に
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戦
略
地
域
と
非
戦
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地
域
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つ
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あ
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た
。
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な
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託
統
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障
理
事
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監
督
し
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す
な
わ
ち
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戦
略
的
信

託
統
治
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通
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託
統
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託
統
治
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事
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援
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受
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。

(必

)
Z
o
m
w門
E
C
R
Z円
ωmNNω
丘
開
口
包
ロ

OOH
の
Oロ
ω可
口
。

t
oロ
回
己
伺

ωB0・
O
Eロ
ω者
向
凶
回

8
0
の
055mwロ
島
田
町
件
。
ュ

s
-
一河内

WH)02・
玄
ω吋
の

F
N
Y
H
C怠
-U匂・

5
l

-
0
・
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旬
h
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す
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)
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R
y
m
g
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E
ω
・
な
お
、
こ

の
「
日
本
に
近
接
す
る
地
域
」
に
つ
い
て
こ
の

p
p
s
一
O
文
書
は
具
体
的
な
地
域
を
挙
げ

て
い
な
い
が
、
同
文
書
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
に
行
わ
れ
た
同
企
画
室
の
議
論
を
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ば
、
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れ
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沖
縄
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な
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域
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た
で
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ろ
う
こ
と
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h
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 pp
.
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p
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 d
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c
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R
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c
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伶
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b
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b
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(
包
)
C
I
N
C
F
E
 to D
A
，
 Se
p
t
e
m
b
e
r
 6
，
 1949.
走塁
a
l!!!lE<4
1><脚摺
[0000024545J

(
包
)
T
A
B
“B
"
，
 S
U
B
J
E
C
T
:
 A
 chronological 

presentation of 
the 
d
e
cisions indicating 

the i
m
p
o
r
t
a
n
c
e
 of 
O
k
i
n
a
w
a
 a
n
d
 subse-

q
u
e
n
t
 actions w

h
i
c
h
 i
m
p
l
y
 d
o
u
b
t
 in
 th
e
 co
n
t
i
n
u
a
n
c
e
 of that importance. 

(f2) 
Ibid. 

(
~
)
 
爆
司
口
総
幡
*
-
括
る
ト

J
E
;
'
側
側
細
Q
里
単
線
申
請
|
ム
_
)
~
リ
ベ
J
U
¥
'
ニ
ド
，

~I{ðわ〈制nrtiお
Q
~
小
U
!
;
h
l
_
)
ド
二
時
。

í
，__，υ
ω
~
走
理
会

~..0Q
 
(
制
B
m
ト
鋒
返

括
経
Q
)
~
~
 
(
丑
留
)
u
 \'
ニ
ド
蝋
苓
ヰ
き
や
F睡
も
い
終
定
ゆ
~
~
O
_
)
会
J
溶
岱
\
)
持
さ
;
)

I{ð!旦l々
く
宮
治
栄
樹
欄
翠
Q
言
語
皆
宕

1岡
!田誌記E;'~-;Q

U
'

トJ
~
小
Q
里民

~
~
I
如
~
_
)
~
J
O
M
E
M
O
R
A
N
D
U
M
 F
O
R
 J
OIN
T
 S
T
A
F
F
 (
C
A
P
T
 L
A
L
O
R
)
，
 SU
B
J
E
C
T
:
 J
C
S
 Briefing for T

r
i
p
 to the F
a
r
 E
a
s
t
，
 Ja
n
u
-

a
r
y
 19
，
 1950.

走
鯉
埋
~<41

>
<
脚
題

[0000005702J
ロ
持
，
1
 ~
固
く
叶

l11o::r::.ß...0同o::r::U
岳
会
い
縦
似
拘
~
~
握
司04ぬ

幡
#
括
Q
取
っ
\
鋒
4トオ;E圃

(B
R
O

・

IL
E
R
，
 HA
L
F
M
O
O
N
)
 
下Jti'

走
鰹

t
i
γ
'社
5
代
~
惟
Q
縮
担
llî~

夜
、
ャ
ロ
ー
κ
H
'
K
君
主
事
ベ

j樹
、
ミ
レ

r
芸
評
皆
諮
腰
掛
Q
~

-;Q
Q
州
国
柄
欄
翌
U
組
脚

。\'
'b~..0 

￡
ド
ニ
~
O
制
~
団
長
崎

l11
o::r::U

~
民
似
拘
~
~
:
t
支
>
-
訴
時
布
団

(
O
F
F
T
A
C
K
L
E
)

~
t
i
'
 
m
ー
ロ
ト
て
や
詳
笹
宕
部
語
訳
伶
j央
JI{d 
1
 ~
'
蝿

1眠
幸
子
軍
事
下
Jti

鋒
皆
:
g
'
~
妊
桜
語
訳

4ふlベ
J.$;:\'時J

Q
話
会
下

J:畏
悪
霊
印
刷
|
略
と
鋒
孔

j田
1
4
~
連
i
t
Q
~
兎
Q
州
蝋
欄
幸
ヲ
ベ
J_)
ド
単
語
や
ド
二
時

o
K
e
n
n
e
th
 W
.
 C
o
n
d
i
t
，
 Th
e
 His-

tory
，of the ]oint Chiefs of St

，α万
:
T
h
e
 ]oint Chiefs of St

，α万
a
n
d
National Policy

，
 Vo
l. 
2
，
 1947-1949 

(
W
ilmington: M

i
c
h
a
e
l
 Glazier

，
 

Inc.
，
 1979)
，
 pp
.
 283-302. 

(
に
)
M
e
m
o
 f
r
o
m
 G
r
u
e
n
th
er
 to Bolte，

 October 16
，
 1949
，
 P&
O
 091 J
a
p
a
n
 T
S
 (1
9
 Oc
t
 49)
，
 RG
3
19. 

(
ど
)
T
A
B
“A
"
，
 SU
B
JE
C
T
:
 A
n
s
w
e
r
s
 to questions o

n
 U
.
S
.
 construction objectives in J

a
p
a
n
 a
n
d
 O
k
i
n
a
w
a
 contained in 

16 Octo-

Hosei University Repository



b
e
r
 m
e
m
o
 of General G

r
u
e
n
t
h
e
r
，
 attached M

E
M
O
R
A
N
D
U
M
 F
O
R
 G
E
N
E
R
A
L
 G
R
U
E
N
T
H
E
R
，
 Oc
t
o
b
e
r
 20
，
1949
，
 P
&
O
 091 J
a
p
a
n
 

T
S
 (19 O
c
t
 49)
，
 RG
3
1
9
.
 

(
巳
)
M
E
M
O
 F
O
R
 R
E
C
O
R
D
，
 SU
B
J
E
C
T
:
 O
c
c
u
p
a
t
i
o
n
 of O
k
i
n
a
w
a
 b
y
 Rotation of Units f

r
o
m
 J
a
p
a
n
 or H
a
w
a
i
i
，
 Oc
t
o
b
e
r
 5
，
 1949
，
 P
 

&
 0
 370.02 T
S
 (3 
N
o
v
 49)
，
 RG
3
1
9
.
富
~
心
Q
担
二
堕
心
，

~
}
ム
下
}
Q
 ''( 
I
{
d
魁
断
細
Q
['"ロー

1ト
ー
ふ
m
入
鰍
J
~
~
_
_
)
ド
~
'

t@:慰
眠
薬
キ
キ

J総
監
。

(ご
)
S
t
u
d
y
，“
R
e
d
u
c
t
i
o
n
 in 
O
k
i
n
a
w
a
 Construction 

P
r
o
g
r
a
m
 T
h
a
t
 C
o
u
l
d
 
B
e
 A
c
h
i
e
v
e
d
 b
y
 the 
Periodic 

Rotation 
of 
Certain 

Units" attached Bolte
 to C
j
S
，
 No
v
e
m
b
e
r
 4
，
 1949
，
 P&
O
 370.02 T
S
 (4 
N
o
v
 49)
，
 RG
3
1
9
.
 

(
巳
)
D
A
 to R
Y
C
O
M
，
 No
v
e
m
b
e
r
 20
，
 1949.
走捜D1!lE<4
1><醐題
[0000008031

J

(~) 
V
o
o
r
h
e
e
s
 to 
M
a
c
A
r
t
h
u
r
，
 Oc
t
o
b
e
r
 5
，
 1949
，
 attached “O

k
i
n
a
w
a
:
 R
e
p
o
r
t
 o
n
 C
o
n
struction P

r
o
g
r
a
m
，" 
N
o
v
e
m
b
e
r
 23
，
 1949.
走
鰹

I!!1IE<4
わ〈制時器
[U
9
0
0
0
3
4
7
8
B
J

(
仁
)
“
O
k
i
n
a
w
a
:
R
e
p
o
r
t
 o
n
 Construction P

r
o
g
r
a
m
，" 
N
o
v
e
m
b
e
r
 23
，
 1949. 

(
~
)
 
Ibid. 鮮
当
医
:
正
哩
ベ
j栄
B
m
ト
欄
型
(
1)
 (&トm{)

1
1
1
~
 

Hosei University Repository


